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このたびは、ビデオトロン製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

安全に正しくお使いいただくため、ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



I 

この製品を安全にご使用いただくために 

 

警告 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、サポートセンターへご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



II 

 
 
 
 

注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクタの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 サポートセンターまでご連絡ください。 

 

  



III 

保証規定 

 

① 本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。 

なお、保証期間内であっても次の項目に該当する場合は有償修理となります。 
 

（1）ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2）適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3）火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4）当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5）当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

② 保証は日本国内においてのみ有効です。【This Warranty is valid only in Japan.】 

 

③ 修理責任免責事項について 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1）生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2）交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3）修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4）落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

④ アプリケーションソフトについて 
 

（1）製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2）アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

 

※紙の保証書は廃止し、製品のシリアル番号で保証期間内外の判断をさせていただいております。 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。
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1．概 説 

 

DDA-70VMはシグナルモニタ―付きの3G/HD/SD-SDI信号対応の分配器です。又、DVB-ASI信号(EN50083-9)

にも対応しています（シグナルモニター非対応）。2系統の独立した入力があり、それぞれ4分配することができま

す。DIPスイッチ、又はWebSeｒverの設定で1系統を8分配することもできます。本器は入力信号がない場合、いか

なる信号も出力しません。 

入力信号監視機能があり、エラーの有無はフロントLEDまたはWebSeｒverで確認することができます。 

DIPスイッチ、又はWebSeｒverの設定で監視するエラーの種類を選ぶことができます。 

LOG機能もあり、WebSeｒver又はFTPを用いることによりLOGを確認することができます。 

 

 

《特 長》 

●SDI 信号分配器（3G/HD/SD-SDI/DVB-ASI） 

●1 入力 8 分配、2 入力 4 分配を選択 

●入力信号監視機能 

●WebSeｒver で LOG 確認、エラー確認機能、プレゼンス表示、入力フォーマット（例：1080i/50 等）の確認 

●前面の LED でエラー、プレゼンス表示、確認 

●前面の LED で信号が入力されているか確認 

●エラーはモメンタリー、ホールド(無限 or3 秒)を DIP スイッチまたは WebSeｒver で設定、前面の 

RESET ボタンでエラー表示がリセットされる。 

●設定は DIP スイッチ、又は web サーバーで行え、どちらの設定を反映するか DIP スイッチで選択する。 
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2．機能チェックと筐体への取り付け 

 

1．構 成 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 SDI 信号分配器 DDA-70VM 1  

2 コネクターモジュール  1  

3 取扱説明書  1 本書 

 

 

（１）メインモジュール 

               

 

（２）コネクターモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

2．筐体への取り付け 

ご使用の際には、コネクターモジュール及びメインモジュールを筐体に取り付けてください。筐体はVbusシリーズ

に対応します。WebServerを用いる場合はWebServer対応の筐体をご使用ください。実装方法については「各Vbus

の取扱説明書」を参照してください。 

 

3．POWER ON までの手順 

（１）メインモジュール及びコネクターモジュールを筐体へ正しくセットします。 

（２）筐体の電源プラグをAC100Vのコンセントに接続します。 

（３）SDI INにSDI信号を入力します。 

（４）SDI OUTからの出力をマルチスキャンモニターなどに接続します。 

（５）筐体の電源スイッチを投入すると、筐体のパワーランプが点灯します。 
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4．基本動作チェック 

下記の操作で本機が正常に動作していることをチェックします。 

正常に動作しない場合は 「9. トラブルシューティング」を参照してください。 

 

Signal Generator
1080i/59.94　Color Bar

Multi Scan SDI Monitor

DDA-70VM

SDI信号

SDI信号

 

 

図2.1 基本動作チェック 

 

（１）SDI信号をSDI INのCH1に入力します。 

（２）SDI OUT CH1-1をSDI信号対応のマルチスキャンモニターへ接続します。 

（３）映像が正常に出力されていることを確認します。 
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3．各部の名称と働き 

  

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10) (11)

(12)

(13)

(14)

(15)

正面図 背面図

(16)

基板面

 

 

図3.1 基本動作チェック 

 

(1)入力信号ランプ 

SDI IN CH1、CH2に下記に示す分配可能なフォーマットの信号が入力される時、緑色に点灯します。 

HD-SDI：1080p30/29.97/25/24/23.98、1080psF24/23.98、1080i60/59.94/50、720p60/59.94/50 

SD-SDI：525i、625i 

 

SDI IN CH1、CH2に下記に示す分配可能なフォーマットの信号が入力される時、橙色に点灯します。 

 3G-SDI：1080p60/59.94/50 

 

(2)ネットキュー信号ランプ（STD-B39） 

SDI IN CH1、CH2にネットキュー信号に代表される放送局間制御信号パケットが入力される時、 

緑色に点灯します。 

  

(3) 字幕データランプ（STD-B37） 

補助データパケットを用いた字幕データが入力される時、緑色に点灯します。 

 

(4)アンシラリタイムコードランプ（SMPTE RP188-1999、SMPTE RP196-1997） 

アンシラリタイムコードパケットが入力される時、緑色に点灯します。 

 

(5)エンベデットオーディオランプ(SMPTE 272M-2004、SMPTE 299M-2004) 

オーディオデータパケットが入力される時、緑色に点灯します。 

 

(6)フォーマットエラーランプ 

各種フォーマットエラーの一つでも検出され、その通知イネーブルが有効である場合 

緑色に点灯します。詳細は「５．エラー検出について」を参照。 

 

(7)コンテンツエラーランプ 

各種コンテンツエラーの一つでも検出され、その通知イネーブルが有効である場合 

緑色に点灯します。詳細は「５．エラー検出について」を参照。 
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(8)前面表示エラーランプのリセットボタン 

エラーが発生し、前面のエラーランプが点灯している場合に押すとエラーランプが消灯します。 

※前面表示エラーランプがリセットされ、ボタンが押し中、又、離されてから5秒間はLOGは記録しません。 

 

又、リセットボタンを押し、電源を立ち上げると（電源立ち上げ後も約2秒間押し続ける。）全LOGを消去します。 

消去中、前面表示エラーランプが橙色に点灯します。 

 

(9)取手 

筐体との着脱を行う際はこの部分を持ちます。 

 

(10)CH1側ランプ 

前面表示の各ランプの事象がCH1で起こった事を示します。 

 

(11)CH2側ランプ 

前面表示の各ランプの事象がCH2で起こった事を示します。 

 

(12)SDI IN CH1コネクター 

CH1側のSDI信号入力です。 

 

(13)SDI OUT CH1-1～4コネクター 

SDI IN CH1に入力したSDI信号を4分配します。全て正極性で出力されます。 

入力信号がない場合はいかなる信号も出力しません。 

 

(14)SDI IN CH2コネクター 

CH2側のSDI信号入力です。 

  1入力8分配モードで動作している時は使用しません。 

 

(15)SDI OUT CH2-1～4コネクター 

2入力4分配モードでは、SDI IN CH2に入力したSDI信号を4分配します。 

1入力8分配モードでは、SDI IN CH1に入力したSDI信号を4分配します。 

全て正極性で出力されます。 

入力信号がない場合はいかなる信号も出力しません。 

 

(16)ＤＩＰ SW 

動作モードを変更する際に使用するDIP SW（ディップスイッチ）です。スイッチの設定で、1入力8分配のモジュール 

として使用することや、各種エラー通知等を設定します。（DIP SW、Web Server、どちらの設定を反映するかは 

DIP SWで選択します。） 

 

注意！ ディップスイッチの設定は、電源を落とした状態で行ってください。 

     電源投入時に設定が反映されます。 

 

【DIP SW の機能】 

本器の設定はDIP SWモードとWebServerモードがあり、どちらの設定を有効にするのかDIP SWで選択します。 



 6 

DIP SWの設定を有効にするためにはDIP SW9のスイッチ番号2をONにしてください。又、工場出荷時の設定に 

つきましては 「8．工場出荷設定 （ディップスイッチ）」の項目をご覧ください。 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW1 1 CH1 SIG_FMT エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

2 CH1 TRS_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

3 CH1 LINE NUM _ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

4 CH1 CRC_Y_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

5 CH1 CRC_C_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

6 CH1 LINE_LENGTH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

7 CH1 FIELD_LENGTH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

8 CH1 RESERVED_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW2 1 CH1 NO_EDH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

2 CH1 EDH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

3 CH1 ANC_PARITY エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

4 CH1 ANC_CHECKSUM_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

5 CH1 BCH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

6 CH1 AUDIO_PACKET_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

7 CH1 NO_AUDIO_PACKET エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

8 CH1 MUTE_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW3 1 CH1 BLACK_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

2 CH1 FREEZE_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

3 CH1 BLUE_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

4 CH1 NET_Q パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

5 CH1 CAPTION パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

6 CH1 ATC パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

7 CH1 AUDIO パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

8 - - 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW4 1 CH2 SIG_FMT エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

2 CH2 TRS_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

3 CH2 LINE NUM _ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

4 CH2 CRC_Y_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

5 CH2 CRC_C_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

6 CH2 LINE_LENGTH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

7 CH2 FIELD_LENGTH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

8 CH2 RESERVED_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 
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DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW5 1 CH2 NO_EDH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

2 CH2 EDH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

3 CH2 ANC_PARITY エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

4 CH2 ANC_CHECKSUM_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

5 CH2 BCH_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

6 CH2 AUDIO_PACKET_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

7 CH2 NO_AUDIO_PACKET エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

8 CH2 MUTE_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW6 1 CH2 BLACK_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

2 CH2 FREEZE_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

3 CH2 BLUE_ERR エラー検出イネーブル。OFF:無効 ON:有効 

4 CH2 NET_Q パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

5 CH2 CAPTION パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

6 CH2 ATC パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

7 CH2 AUDIO パケット検出イネーブル。OFF:有効 ON:無効 

8 - - 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW7 1 CH1 MUTE DCT TIME bit1 一定時間MUTEとなった場合エラーを通知する。 

2 CH1 MUTE DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”:90秒 

3 CH1 BLACK DCT TIME bit1 一定時間BLACKとなった場合エラーを通知する。 

4 CH1 BLACK DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 90秒 

5 CH1 FREEZE DCT TIME bit1 一定時間FREEZEとなった場合エラーを通知する。 

6 CH1 FREEZE DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 300秒 

7 CH1 BLUE DCT TIME bit1 一定時間BLUEとなった場合エラーを通知する。 

8 CH1 BLUE DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 90秒 

 

DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW8 1 CH2 MUTE DCT TIME bit1 一定時間MUTEとなった場合エラーを通知する。 

2 CH2 MUTE DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 90秒 

3 CH2 BLACK DCT TIME bit1 一定時間BLACKとなった場合エラーを通知する。 

4 CH2 BLACK DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 90秒 

5 CH2 FREEZE DCT TIME bit1 一定時間FREEZEとなった場合エラーを通知する。 

6 CH2 FREEZE DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 300秒 

7 CH2 BLUE DCT TIME bit1 一定時間BLUEとなった場合エラーを通知する。 

8 CH2 BLUE DCT TIME bit0 “00”:5秒、”01”:30秒”10”:60秒”11”: 90秒 
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DIP SW スイッチ 

番号 

機能 内容 

SW9 1 1INPUT MODE OFF:2input mode ON:1input mode 

2 SETTING MODE OFF:WEB SERVER  ON:DIP SW 

3 HOLD TIME bit1 エラー検出した際の HOLD TIME 

4 HOLD TIME bit0 "00":HOLD、"01"3min、"10"moment  

5 LOG 機能有効・無効選択 OFF:有効 ON:無効 

6 - - 

7 - - 

8 アラーム出力（接点出力） OFF:ALARM OFF。検出条件に関係なくアラームを出

力しない。 

ON:ALARM ON。検出条件に従いアラームを出力。 

検出条件は【ALARM 出力（接点出力）の判定】を参照

のこと。 

 

【DIP SWモード時の設定値】 

DIP SWモードの場合、下記の値は固定となります。（WebServerモードでは変更可能） 

 

1)NET-Qパケット、Captionパケット、ATCパケットが検出された場合、3秒間は検出ありの状態を保持し、その3秒

以内の新たなパケットが検出されなかった場合、検出なしの状態に戻ります。又、その3秒間に新たなパケットが

検出された場合、検出あり状態は保持され、新たにパケットが検出された時点から改めて3秒間カウントします。

（前面LED、LOGの記録機能で用いられる。Webserverモードの場合、保持時間を0秒から30秒の間で設定可能） 

 

2) MUTE_ERRの検出閾値レベルは-80dBFSとなります。（WebServerモードでは-60dBFSから-80dBFSの間で設

定 

できます。） 

 

3) MUTE_ERRの検出チャンネルは全チャンネル有効となり、選択はできません。（WebServerモードでは全ch

（32ch）のイネーブル制御が可能となります。） 

 

4) BLACK_ERRの検出閾値レベルは0IREとなります。(WecServerモードでは0IREから99IREの間で設定できます。) 

【設定例】 

 

【ALARM出力（接点出力）の判定】 

1入力8分配の場合、1CHのコンテンツエラーとフォーマットエラーの和の値をアラームとして出力します。この時、

2CHは無視される。2入力4分配モードにおいては、1CH、2CH、両方のチャンネルで起こったコンテンツエラーと

フォーマットエラーの和の値を出力します。又、両モードとも、DIPSW、WebServerで設定する各エラーの有効無効

の選択が反映された値とします（入力信号断は常に有効）。 

この接点出力のアラーム機能を用いない場合は、DIPSWモードの時はDIP SW9 スイッチ番号8をOFFにしてくださ

い。又、WebServerモードの時はCONTROLのSETTINGのアラーム信号出力選択を無効にしてください。 

 

87654321
NO

SW9

2入力4分配モード/ALARM OFF
（工場出荷時設定）

87654321
NO

SW9

1入力8分配モード/ALARM OFF

87654321
NO

SW7

30秒ミュートを検出したらエラーを
レジスタに通知する

87654321
NO

SW7

5分ミュートを検出したらエラーを
レジスタに通知する
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4．基本操作 

 

1.DIP スイッチによる設定（「3．各部の名称と働き【DIP SW の機能】」を参照） 

（1）メインモジュールを筐体へセットする前にDIPスイッチの設定を行います。 

（2）DIPスイッチでした設定値を反映するために、SW9のスイッチ番号2をONにします。 

（3）2入力4分配モードか1入力8分配モードかを選びます。2入力4分配モードの場合はSW9のスイッチ番号1を 

OFFにし、1入力8分配モードの時はONにします。 

（4）通知したいフォーマットエラーのイネーブルをONにします。前面表示LEDにはイネーブル1入力8分配モード 

の時はCH2の設定は行う必要はありません。詳細は「5．エラー検出について【フォーマットエラー】」をご覧 

ください。 

（5）通知したいコンテンツエラーのイネーブルをONにします。1入力8分配モードの時はCH2の設定は行う必要は 

ありません。詳細は 「5．エラー検出について【コンテンツエラー】」をご覧ください。 

（6）コンテンツエラーが確定通知するまでのエラー連続検出時間の設定をします。（何秒間エラーを検出し続けた

ら、エラーとして確定し、前面表示LEDを点灯させ、LOGとして残すか設定します。）1入力8分配モードの時はCH2

の設定は行う必要はありません。詳細は「5．エラー検出について【コンテンツエラー】」をご覧ください。 

（7）エラーが発生し前面表示LEDが点灯する場合、モーメント、HOLD、3分点灯のどれにするか選択します。 

エラーが発生時、前面表示リセットボタンを押すと強制的にLEDは消灯します。SW9のスイッチ番号3、4を 

設定。 

（8）LOG機能を有効、又は無効にする。SW9のスイッチ番号5を設定 

（9）アラーム出力の設定を行う。SW9のスイッチ番号8。詳細は「3．各部の名称と働き【アラーム出力（接点出力）

の判定】」をご覧ください。 

 ※(2)～（9）の設定は順不動です。 

（10）メインモジュール及びコネクターモジュールを筐体へ正しくセットします。 

 

 

2.LOG 記録内容について 

DDA-70VM には、検出設定で指定されたエラー、パケット、信号について検出した結果を LOG として、約 4 万件、

LOG として残すことができます。 

ただし、入力 CH1、および CH2 の双方の結果について ERROR 検出あるいは、信号検出を有効と指定された設定

内容に沿って検出した結果となります。 

尚、上記の上限を超える LOG を記録しなければならなくなった場合、順次古い LOG データより上書きされていき

ます。LOG 記録時に本モジュールの電源が落とされますと書きかけの LOG が消えることがあります。又、モジュー

ルに電源を長期間入れないと LOG に書き込む日時を再設定する必要があります。 

予めご承知おきください。 

 

本 LOG 機能を有効にするには、DIP SW9 のスイッチ番号 5 を「OFF」にするか、WebServer で「LOG 記録選択」を

有効に設定してください。SNMP で設定する場合は OID = 1008 を”1 : enable”に設定してください。 
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以下に入力 CH1、CH2 の双方で、LOG に記録可能なイベントを記載します。 

 

SDI SIGNAL     ：SDI信号なし 

TRS         ：映像タイミング基準コード(TRS)エラー 

LINE NUMBER    ：ラインナンバーエラー※1 

CRC Y        ：Yデータ系列CRCエラー※1 

CRC C       ：Cb,Crデータ系列CRCエラー※1 

LINE LENGTH    ：1ラインの長さエラー 

FIELD LENGTH    ：1フィールドの長さエラー 

RESERVED DATA   ：リザーブドデータエラー 

NO EDH       ：EDHなし※2 

EDH         ：EDHエラー※2 

ANC PARITY     ：補助データパケットのパリティーエラー 

ANC CHECKSUM   ：補助データパケットのチェックサムエラー 

BCH        ：エンベデッド･オーディオのエラー※1 

AUDIO PACKET   ：エンベデッド･オーディオ･パケットのデータブロック番号インクリメントエラー 

NO AUDIO PACKET  ：エンベデッド･オーディオなし 

MUTE        ：エンベデッド･オーディオ無音検出 

BLACK       ：黒味検出 

FREEZE       ：フリーズ検出 

BLUE        ：青色検出 

FORMAT       ：フォーマットエラー※3 

LOG SYSTEM    ：LOG 記録システム開始・再開 

DATE&CLOCK    ：日付同期、日付再設定 

 

※1 入力信号が HD 時 のみ 

※2 入力信号が SD 時 のみ 

※3 webserver モードのみ対応 

上記が LOG として記載されます。 

尚、本製品には、LOG として記録された内容から WebServer 上に表示させたくない内容をフィルタリングする、 

あるいは FTP でダウンロード時にフィルタリングする機能はありません。 

以下に、本製品のイベントの検出と LOG の反映の周期についてイメージ図を記載します。 
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上記のように、本製品は 50ms 周期にてイベントの検出を行い、100ms 周期にて検出したイベントの記録を行って

おります。 

 

【注意事項：】 

※ LOG 記録を有効にしている状態で、検出されたイベントは上図に示す LOG 記録の周期処理時にまとめて記

録されます。 

※ LOG 記録設定が“無効”に設定されている場合、”無効”に設定されている間に検出されたイベントはすべて

破棄されます。 

【注意：】 現在の LOG 記録設定の確認は以下を参照してください。 

○ DIP スイッチ優先時(DIP SW9 のスイッチ番号 2 = ”ON”の時)： 

  SW9 スイッチ番号 5 ON = “無効”、OFF = “有効” 

○ WebServer 優先時(DIP SW9 のスイッチ番号 2 = ”OFF” の時)： 

WebServer 章 （１） SETTING･･･dda70vmLogWriteEnable 

= disable：無効 / enable：有効 

WebServer 章 （２） CONTROL－③ SETTING LOG 記録選択 

 SNMP による確認の場合： 

OID = 1008 の取得値 0 = “無効”、1 = “有効”。詳しくは SNMP 章を参照してください。 

※ LOG 記録途中で電源を OFF した場合、LOG が一部記録されない場合があります。 

※ WebServer や、FTP によって本製品(DDA-70VM)より記録された LOG を読み出している間は LOG の記録が

一時的に停止します。予めご了承ください。 

 

3.LOG のダウンロードの仕方 

LOGデータのダウンロード方法は2つの方法が存在します。一つはVbus筐体のLANをネットワークに接続し、

WebServerのLOGカテゴリー（WebServer章（３）LOGを参照してください。）の「ダウンロードボタン」を使用してダウ

ンロードする方法、もう一つは同様にVbus筐体のLANをネットワークに接続しFTPプロトコルを使用してダウンロー

ドする方法です。 ・・・ ※1 

ここで説明しますのは、FTPプロトコルによるダウンロードを行う方法です。 

 

【注意】以下は、Windows 7 / 8 / 8.1 / 10 / 11、Windows Server 2008 / 2012のコマンドプロンプト上でFTPプロト

コルを使用してダウンロードする方法となります。予めFireWall等の設定を無効化してください。 

Mac OS X やLinux OS等、他のOS上の場合は手順が変わりますので予めご承知おきください。 

 

 

Vブランキング
入力CH1

Vブランキング
入力CH2

検出周期

ログ記録周期

何等かイベントが

あった映像信号

何等かイベントが

あった映像信号
何等かイベントが

あった映像信号

検出 検出 検出

ログ記録 ログ記録 ログ記録

50ms

100ms
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1 Windows上において、コマンドプロンプトを開きます。 

※ Mac OS X、Linuxの場合、端末、あるいはターミナルを開いてください。 

以下はWindowsもMac OS XもLinuxも同じです。 

2 “ftp xxx.xxx.xxx.xxx”と入力します。 X はVbus筐体のIPアドレスです。 

3 「User:」と聞いてきますので“ADMIN”と大文字で入力します。 

4 次に「Password:」と聞いてきますので“VBUS”と大文字で入力します。 

5 “cd x:”と入力し、ディレクトリを移動します。“x”はドライブ名“d”～“m”でスロット1がd、スロット10がmに 

なります。 

6 “Dir”と入力し、その結果、「LOG_0x.TXT」のファイルが結果の一覧に表示されることを確認してください。 ※2 

7 “get LOG_00.TXT”と入力します。 ・・・ ※3 

(1メモリバンク前に記録されているデータの取得の場合、“get LOG_01.TXT”) 

(2メモリバンク前に記録されているデータの取得の場合、“get LOG_02.TXT”) 

8 “by”と入力して終了します。 

以上でダウンロード終了です。テキストエディター等で開いてご覧ください。※4 

 

※1  Vbus 筐体の接続方法は Vbus-70 シリーズの取扱説明書をご参照ください。 

※2  本製品の「LOG 機能」を有効にしませんと、LOG ファイルが生成されませんので、ご注意ください。 

     詳しくは LOG 記録章を参照してください。 

※3  FTP でダウンロード可能な LOG は最新～2 メモリバンク分（約 7720LOG 分）前までのデータに 

限られますので、2 メモリバンク分より以前の過去の LOG の内容につきましては WebServeｒを 

使用してご照会いただきますようお願いいたします。 

※4 FTPで取得したログファイルは、FTPを実行したフォルダー上に保存されます。 
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4.WebServer による設定 

Vbus-70CオプションのWebServerをご購入いただきますと、インターネット上からDDA-70VMの操作や監視が  

行えます。（WebServerのバージョンはVer1.0.15.0以降をご使用ください。それ以前のバージョンですと一部の機能

が使えない場合がございます。）  

インターネット接続や、基本操作部分は Vbus-70C-03 WebServer 対応オプション取扱説明書を参照ください。 

 

WebServerを開きますと下図のような画面が表示されます。 

 

（注意：お客様の環境によっては表示される内容が異なります。） 

 

上記画面が表示されましたら、有効な本製品、DDA-70VMのスロットをクリックしてください。 

クリックしますと、本製品用のメニューが開きます。 
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上図は本製品をクリックした直後の画面です。 

 

本製品のメニューとしては以下 

 

4つのメニューによって構成されます。 

・（１）SETTING  

本製品よりSNMP通信によって得られた情報を文字情報によって表示します。設定、変更も可能ですが、専門

的な知識が必要です。上級者向けとなっています。 

・（２）CONTROL 

本製品の情報をGUIによって表示します。また、本製品の設定をGUIによって設定できます。 

(1)SETTINGと同様の設定、変更がGUIを使用して可能です。(1)SETTINGに比べ、直感的でかつ簡単に本

機の設定、操作が行えますので、本製品をWebServerよりご利用の際はこちらを使用していただくことをお

勧めします。 

・（３） LOG 

本製品のLOG記録機能を有効にしている場合、本機で検出した各入力CHにおいて検出された信号、信号成分、

発生したエラーをLOGしており、発生順に履歴が表示されます。 

 

・（４） TRAP 

本製品が検出している内容について、変化を検出したときに、登録したメールアドレスに通知するよう設定 

することが可能です。 



 15 

 

以下、4つのメニューについて説明していきます。 

 

 

まず、本製品のメニューについて説明する前に、上記画像のスロットに表示される画像について説明します。 

 

 5.簡易フロントパネル 

WebServer のスロットを示す部分に表示される簡易フロントパネルがあり、本製品の場合、下イメージのように 

表示されます。 

                          

 

通常、各入力 CH に問題が検出されていない場合は、左のイメージのように表示され、 

問題が検出されますと、右のイメージのように“黄色”で表示されます。 

 

ERRORを検出 

ERRORをクリア 
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注意：本機の設定によっては、現在問題が発生しておらず、直前に問題が発生していた場合もあります。 

 

 

 

簡易フロントパネルの各要素の説明は下に示す通りです。 

要素 説明 

1 SDI IN 入力 1CH の SDI 入力状況を表示しています。 

緑   ・・・SD あるいは、HD の信号を検出中です。 

橙   ・・・A3G あるいは、B3G の信号を検出中です。 

背景色・・・入力信号が検出できません。 

2 SDI IN 入力 2CH の SDI 入力状況を表示しています。 

緑・・・SD あるいは、HD の信号を検出中です。 

橙・・・A3G あるいは、B3G の信号を検出中です。 

背景色・・・入力信号が検出できません。 

1 FORMAT ERR 1CH 側に発生している、FORMAT ERROR の発生状況を示して

います。 

橙・・・ERROR 発生中 or 発生検知済 

背景色・・・ERROR の発生無し 

2 FORMAT ERR 2CH 側に発生している、FORMAT ERROR の発生状況を示して

います。 

橙・・・ERROR 発生中 or 発生検知済 

背景色・・・ERROR の発生無し 

1 CONT ERR 1CH 側に発生している、CONTENTS ERROR の発生状況を示し

ています。 

橙・・・ERROR 発生中 or 発生検知済 

背景色・・・ERROR の発生無し 

2 CONT ERR 2CH 側に発生している、CONTENTS ERROR の発生状況を示し

ています。 

橙・・・ERROR 発生中 or 発生検知済 

背景色・・・ERROR の発生無し 

以下、本製品の各メニューの説明を行います。 

 

（1）SETTING 

SNMP の OID で書き換え可能な項目の設定ができます。 

 

① SNMP によって取得される設定値の内容について 

 上図の SETTING 画面においては、SNMP 章でご紹介しました表に基づき、本製品 DDA-70VM より取得した各種

値の一覧が表示されます。 

まず、以下に本製品 DDA-70VM より SNMP で R/O(Read Only)として取得した値の内容を説明します。 

 

・dda70vmPid : DDA-70VM のファームウェアのバージョン番号作成日時 

 

上記のように、製品名とファームウェアバージョン、作成日時が表示されます。 

・dda70vmKcode : SNMP の個体識別番号 
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本製品 DDA-70VM 固有の SNMP の識別番号を表示します。 

 

・dda70vmInputVideo：入力 CH の Video 入力状況 

 

入力 CH に入力されている Video 入力を検出しているか、いないか表示します。 

以下に示すような表示になることがあります。 

表示種別 説明 

noSignal-allCh 入力 CH には信号が入力されていないか、検出できません。 

inputOK-ch1 入力 CH1 側に有効な Video 信号を検出中です。 

inputOK-ch2 入力 CH2 側に有効な Video 信号を検出中です。 

inputOK-allCh 入力 CH1、CH2 側に有効な Video 信号を検出中です。 

 

・dda70vmInputAudio：入力 CH の Audio 入力状況 

 

入力 CH に入力されている Audio 入力を検出しているか、いないか表示します。 

以下に示すような表示になることがあります。 

表示種別 説明 

noSignal-allCh 入力 CH には信号が入力されていないか、検出できません。 

inputOK-ch1 入力 CH1 側に有効な Audio 信号を検出中です。 

inputOK-ch2 入力 CH2 側に有効な Audio 信号を検出中です。 

inputOK-allCh 入力 CH1、CH2 側に有効な Audio 信号を検出中です。 

 

・dda70vmFpgaVersion：本製品のハードウェアバージョン 

 

本製品 DDA-70VM のハードウェアバージョンを表示しています。 

 

・dda70vmVideoFormat：入力 CH で検出中の Video Format 情報 

 

各入力 CH で検出中の Video Format 情報を表示します。 

以下に示すような表示になることがあります。簡単に説明するため要素ごとに分解して説明します。 

表示種別 説明 

noSignal-allCh 全入力 CH において Video Format が検出できませんでした。 

前側の表記に関する説明： 

ch1-SD525i- 入力 1CH : SD 525i を検出中 

ch1-SD625i- 入力 1CH : SD 625i を検出中 

ch1-HD1080p/30- 入力 1CH : HD 1080p/30Hz を検出中 

ch1-HD1080p/29- 入力 1CH : HD 1080p/29Hz を検出中 

ch1-HD1080p/25- 入力 1CH : HD 1080p/25Hz を検出中 

ch1-HD1080p/24- 入力 1CH : HD 1080p/24Hz を検出中 

ch1-HD1080p/24sf- 入力 1CH : HD 1080p/24HzSF を検出中 

ch1-HD1080p/23- 入力 1CH : HD 1080p/23Hz を検出中 

ch1-HD1080p/23sf- 入力 1CH : HD 1080p/23HzSF を検出中 
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ch1-HD1080i/60- 入力 1CH : HD 1080i/60Hz を検出中 

ch1-HD1080i/59- 入力 1CH : HD 1080i/59Hz を検出中 

ch1-HD1080i/50- 入力 1CH : HD 1080i/50Hz を検出中 

ch1-HD720p/60- 入力 1CH : HD 720p/60Hz を検出中 

ch1-HD720p/59- 入力 1CH : HD 720p/59Hz を検出中 

ch1-HD720p/50- 入力 1CH : HD 720p/50Hz を検出中 

ch1-A3G1080p/60- 入力 1CH : A3G 1080p/60Hz を検出中 

ch1-A3G1080p/59- 入力 1CH : A3G 1080p/59Hz を検出中 

ch1-A3G1080p/50- 入力 1CH : A3G 1080p/50Hz を検出中 

ch1-B3G1080p/60- 入力 1CH : B3G 1080p/60Hz を検出中 

ch1-B3G1080p/59- 入力 1CH : B3G 1080p/59Hz を検出中 

ch1-B3G1080p/50- 入力 1CH : B3G 1080p/50Hz を検出中 

ch1-Nosignal- 入力 1CH : 信号検出できません 

後側の表記に関する説明： 

ch2-SD525i 入力 2CH : SD 525i を検出中 

ch2-SD625i 入力 2CH : SD 625i を検出中 

ch2-HD1080p/30 入力 2CH : HD 1080p/30Hz を検出中 

ch2-HD1080p/29 入力 2CH : HD 1080p/29Hz を検出中 

ch2-HD1080p/25 入力 2CH : HD 1080p/25Hz を検出中 

ch2-HD1080p/24 入力 2CH : HD 1080p/24Hz を検出中 

ch2-HD1080p/24sf 入力 2CH : HD 1080p/24HzSF を検出中 

ch2-HD1080p/23 入力 2CH : HD 1080p/23Hz を検出中 

ch2-HD1080p/23sf 入力 2CH : HD 1080p/23HzSF を検出中 

ch2-HD1080i/60 入力 2CH : HD 1080i/60Hz を検出中 

ch2-HD1080i/59 入力 2CH : HD 1080i/59Hz を検出中 

ch2-HD1080i/50 入力 2CH : HD 1080i/50Hz を検出中 

ch2-HD720p/60 入力 2CH : HD 720p/60Hz を検出中 

ch2-HD720p/59 入力 2CH : HD 720p/59Hz を検出中 

ch2-HD720p/50 入力 2CH : HD 720p/50Hz を検出中 

ch2-A3G1080p/60 入力 2CH : A3G 1080p/60Hz を検出中 

ch2-A3G1080p/59 入力 2CH : A3G 1080p/59Hz を検出中 

ch2-A3G1080p/50 入力 2CH : A3G 1080p/50Hz を検出中 

ch2-B3G1080p/60 入力 2CH : B3G 1080p/60Hz を検出中 

ch2-B3G1080p/59 入力 2CH : B3G 1080p/59Hz を検出中 

ch2-B3G1080p/50 入力 2CH : B3G 1080p/50Hz を検出中 

ch2-Nosignal 入力 2CH : 信号検出できません 

 

・dda70vmDipGroup1：DIP スイッチ SW1～SW4 までの設定値 

 

DIP スイッチ SW1～SW4 までの設定値を 10 進数にして表示しており、-2147483648 ～ 2147483647 の間で 

表されます。 

 

以下に、返却値の持つ意味について示します。 

DIP スイッチ BIT 番号 説明 

SW1 Bit1 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit2 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit3 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit4 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit5 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit6 スイッチ番号 6 の ON / OFF 
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Bit7 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit8 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

SW2 Bit9 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit10 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit11 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit12 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit13 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit14 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit15 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit16 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

SW3 Bit17 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit18 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit19 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit20 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit21 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit22 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit23 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit24 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

SW4 Bit25 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit26 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit27 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit28 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit29 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit30 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit31 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit32 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

上記のように返却値の各 BIT に意味があります。 

 

・dda70vmDipGroup2：DIP SW5～SW8 までの設定値 

 

DIP スイッチ SW5～SW8 までの設定値を 10 進数にして表示しており、-2147483648 ～ 2147483647 の 

間で表されます。 

 

以下に、返却値の持つ意味について示します。 

DIP スイッチ BIT 番号 説明 

SW5 Bit1 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit2 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit3 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit4 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit5 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit6 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit7 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit8 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

SW6 Bit9 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit10 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit11 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit12 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit13 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit14 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit15 スイッチ番号 7 の ON / OFF 
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Bit16 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

SW7 Bit17 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit18 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit19 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit20 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit21 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit22 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit23 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit24 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

SW8 Bit25 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit26 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit27 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit28 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit29 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit30 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit31 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit32 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

 

・dda70vmDipGroup3：DIP スイッチ 9 番までの設定値 

 

DIP スイッチ SW9 の設定値を 10 進数にして表示しており、0 ～ 255 の間で表されます。 

以下に、返却値の持つ意味について示します。 

DIP スイッチ BIT 番号 説明 

SW9 Bit1 スイッチ番号 1 の ON / OFF 

Bit2 スイッチ番号 2 の ON / OFF 

Bit3 スイッチ番号 3 の ON / OFF 

Bit4 スイッチ番号 4 の ON / OFF 

Bit5 スイッチ番号 5 の ON / OFF 

Bit6 スイッチ番号 6 の ON / OFF 

Bit7 スイッチ番号 7 の ON / OFF 

Bit8 スイッチ番号 8 の ON / OFF 

 

 

・dda70vmPriorityInfo：優先モード情報 

 
現在の本製品の優先モードの設定値を表示しています。 

以下に表示される一覧を示します。 

表示種別 説明 

webServer WebServer 優先モードに設定されています。 

dipSw DIP スイッチ優先モードに設定されています。 

 

・dda70vmSelectDisplayErrLedTime：ERROR LED の表示方法 

 

本製品には ERROR LED、FORMAT ERROR、CONTENTS ERROR の 2 種類 LED を搭載していますが、問題を 

検出したときの LED の表示方法について現在設定されている内容を表示しています。 
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画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

変更可能な種別は以下の表のとおりです。 

選択肢 説明 

tm-hold ERROR 検出時に点灯し、ERROR が検出されなくなっても点灯状態を維持します 

tm-3min ERROR 検出時より 3 分間点灯し、その後 ERROR が検出されなければ消灯します。 

Tm-moment ERROR 検出時のみ点灯し、ERROR が検出されなくなった時点で消灯します。 

 

・dda70vmSelectOutputAlarmSignal：ALARM 信号出力設定 

 

本製品において、各入力 CH に問題を検出した際、ALARM 信号の出力を許可するかの現在の設定内容が 

表示されます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

変更可能な種別は以下の表のとおりです。 

選択肢 説明 

Off ALARM OUT 条件になった時、信号の出力をしません 

On ALARM OUT 条件になった時、信号の出力を行います 

 

・dda70vmSetLogWriteEnable：LOG 記録設定 

本製品で問題の発生を検知した内容について、発生順に内蔵のメモリーに記録するかしないかの現在の 

設定を表示します。 

 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

変更可能な種別は以下の表のとおりです。 

選択肢 説明 

disable LOG 記録を行いません 

enable LOG 記録を行います 
 

・dda70vmSetDetectSignalElement：入力 CH 信号成分検出設定 

 

本製品の入力 CH において検出する信号成分の現在の設定値が数値によって示されます。 

表示されている数値は 10 進数となっています。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 
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設定を行うにあたって、数値には以下のように各 bit に意味合いを持ちます。 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

CH 種別 Bit 説明 

入力 CH1 

 信号成分検出設定 

Bit1 Embedded AUDIO 成分検出を行います。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit2 ATC 成分検出を行います。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit3 CAPTION 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit4 Net-Q 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit5 SDI 入力 Video Format 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit6 割り当てなし 

Bit7 

Bit8 

Bit9 

Bit10 

Bit11 

Bit12 

Bit13 

Bit14 

Bit15 

Bit16 

入力 CH2 

 信号成分検出設定 

Bit17 Embedded AUDIO 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit18 ATC 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit19 CAPTION 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit20 Net-Q 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit21 SDI 入力 Video Format 成分検出を行います。 

 Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit22 割り当てなし 

Bit23 

Bit24 

Bit25 

Bit26 

Bit27 

Bit28 

Bit29 

Bit30 

Bit31 

Bit32 

 

・dda70vmSetDetectErrorGrp1：ERROR グループ 1 検出設定 
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本製品の各入力 CH 上で発生する問題点の内、FORMAT ERROR に分類される ERROR についての検出設定に

ついて、現在の設定値を数字で表示しています。 

表示されている数値は 10 進数となっています。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のように各 bit に意味合いを持ちます。 

 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

入力 CH 別 BIT 種別 説明 

入力 CH1 検出設定 Bit1 No Audio ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit2 Audio Packet ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit3 BCH ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit4 ANC Check Sum ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit5 ANC Parity ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit6 EDH ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit7 No EDH ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit8 Reserved Data ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit9 Field Length ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit10 Line Length ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit11 CRC C ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit12 CRC Y ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit13 Line Number ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit14 TRS ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit15 SDI Signal ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit16 割り当てなし 

入力 CH2 検出設定 Bit17 No Audio ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit18 Audio Packet ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit19 BCH ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit20 ANC Check Sum ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit21 ANC Parity ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 
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Bit22 EDH ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit23 No EDH ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit24 Reserved Data ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit25 Field Length ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit26 Line Length ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit27 CRC C ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit28 CRC Y ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit29 Line Number ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit30 TRS ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit31 SDI Signal ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit32 割り当てなし 

 

・dda70vmSetDetectErrorGrp2：ERROR グループ 2 検出設定 

 

本製品の各入力 CH 上で発生する問題点の内、CONTENTS ERROR に分類される ERROR についての検出設定

について、現在の設定値を数字で表示しています。 

表示されている数値は 10 進数となっています。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のように各 bit に意味合いを持ちます。 

 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

入力 CH 別 BIT 種別 説明 

入力 CH1 検出設定 Bit1 Blue ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit2 Freeze ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit3 Black ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit4 Mute ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit5 割り当てなし 

 Bit6 

Bit7 

Bit8 

Bit9 

Bit10 
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Bit11 

Bit12 

Bit13 

Bit14 

Bit15 

Bit16 

入力 CH2 検出設定 Bit17 Blue ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit18 Freeze ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit19 Black ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit20 Mute ERROR の検出を行います 

bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit21 割り当てなし 

Bit22 

Bit23 

Bit24 

Bit25 

Bit26 

Bit27 

Bit28 

Bit29 

Bit30 

Bit31 

Bit32 

 

・dda70vmSetAudioChDetectMuteErrorCh1： 

CH1 側 Audio 無音検出、Audio チャンネル別指定 

・dda70vmSetAudioChDetectMuteErrorCh2： 

                  CH2 側 Audio 無音検出、Audio チャンネル別指定 

 

本製品の各入力 CH 上で発生する問題点の内、Audio の各チャンネル別に無音が発生しているかどうかの検出を 

設定でき、上記のように現在の設定値を数字で表示しています。 

表示されている数値は 10 進数となっています。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のように各 bit に意味合いを持ちます。 

 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

Bit 成分 説明 

Bit1 Audio CH1 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit2 Audio CH2 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit3 Audio CH3 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 
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Bit4 Audio CH4 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit5 Audio CH5 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit6 Audio CH6 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit7 Audio CH7 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit8 Audio CH8 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit9 Audio CH9 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit10 Audio CH10 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit11 Audio CH11 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit12 Audio CH12 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit13 Audio CH13 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit14 Audio CH14 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit15 Audio CH15 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit16 Audio CH16 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit17 Audio CH17 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit18 Audio CH18 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit19 Audio CH19 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit20 Audio CH20 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit21 Audio CH21 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit22 Audio CH22 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit23 Audio CH23 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit24 Audio CH24 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit25 Audio CH25 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit26 Audio CH26 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit27 Audio CH27 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit28 Audio CH28 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit29 Audio CH29 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit30 Audio CH30 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit31 Audio CH31 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 
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Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

Bit32 Audio CH32 で Mute ERROR が発生しているか検出します。 

Bit ･･･ 0: OFF / 1: ON 

 

・dda70vmSetNetqDetectHoldTime：Net-Q 成分保持時間設定 

・dda70vmSetCaptionDetectHoldTime：Caption 成分保持時間設定 

・dda70vmSetAtcDetectHoldTime：ATC 成分保持時間設定 

 

本製品の入力 CH の信号成分として検出される、Net-Q、Caption、ATC について、信号成分が不定期に検出、非

検出される場合、LED、および LOG 上に絶えず、検出および非検出を示す内容が表示および記載されるため、一

度検出後、一定期間中に非検出になっても、検出されている状態を保持することが可能になります。 

現在の設定値が上記のように数字で表示されます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のような意味合いがあります。 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

CH 種別 BIT 配分 意味 

CH1 側設定値 BIT1 

・・・ 

BIT16 

0 ・・・ moment になります。 

         保持されません。 

～ 

30 秒(最大)まで 

CH2 側設定値 BIT17 

・・・ 

BIT32 

0 ・・・ moment になります。 

         保持されません。 

～ 

30 秒(最大)まで 

 

・dda70vmSetBlueErrDetectTime：青味検出時間設定 

・dda70vmSetFreezeErrDetectTime：フリーズ検出時間設定 

・dda70vmSetBlackErrDetectTime：黒味検出時間設定 

・dda70vmSetMuteErrDetectTime：無音検出時間設定 

 

本製品の入力 CH で Contents ERROR として検出される、青味、フリーズ、黒味、無音の各エラーについて、 

異常を検出している期間が設定値を超えたらエラーとして表示するようになっています。 

上記のように、現在の設定値が数字で表示されます。 

現在の設定値が上記のように数字で表示されます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のような意味合いがあります。 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 
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CH 種別 BIT 配分 意味 

CH1 側設定値 BIT1 

・・・ 

BIT16 

5  

～ 

300 秒(最大)まで 

CH2 側設定値 BIT17 

・・・ 

BIT32 

5  

～ 

300 秒(最大)まで 

 

・dda70vmSetMuteErrThreshLevel：無音検出閾値レベル 

 

本製品の入力 CH で検出指定された Audio の各チャンネルにおいて無音として検出する閾値レベルを設定可能 

です。上記のように、現在の設定値が数字で表示されます。 

現在の設定値が上記のように数字で表示されます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のような意味合いがあります。 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

CH 種別 BIT 配分 意味 

CH1 側設定値 BIT1 

・・・ 

BIT16 

(-)60dBFS 

～ 

(-)80dBFS(最小)まで 

CH2 側設定値 BIT17 

・・・ 

BIT32 

(-)60dBFS 

～ 

(-)80dBFS(最小)まで 

 

・dda70vmSetBlackErrThreshLevel：黒味検出閾値レベル 

 

本製品の入力 CH で黒味として検出する閾値レベルを設定可能です。上記のように、現在の設定値が数字で表示

されます。 

現在の設定値が上記のように数字で表示されます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

設定を行うにあたって、数値には以下のような意味合いがあります。 

下記表を参照の上、設定値を生成し、10 進数で入力してください。 

CH 種別 BIT 配分 意味 

CH1 側設定値 BIT1 

・・・ 

BIT16 

0 IRE 

～ 

99 IRE(最大)まで 

CH2 側設定値 BIT17 

・・・ 

BIT32 

0 IRE 

～ 

99 IRE(最大)まで 
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・dda70vmResultDetectErrorGrp1：ERROR 検出グループ 1 検出結果 

 

本製品において、検出設定された ERROR グループ 1 の検出結果を数字にして上記のように表示しています。 

本値は現在発生中の内容を示すものです。 

数値は 10 進数で表記されています。 

 

数値の意味は以下に示す通りとなっています。 

入力 CH 別 BIT 種別 説明 

入力 CH1 側検出結果 Bit1 No Audio ERROR を検出 

 bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit2 Audio Packet ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit3 BCH ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit4 ANC Check Sum ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit5 ANC Parity ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit6 EDH ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit7 No EDH ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit8 Reserved Data ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit9 Field Length ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit10 Line Length ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit11 CRC C ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit12 CRC Y ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit13 Line Number ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit14 TRS ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit15 SDI Signal ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit16 割り当てなし 

入力 CH2 検出結果 Bit17 No Audio ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit18 Audio Packet ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit19 BCH ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit20 ANC Check Sum ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit21 ANC Parity ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit22 EDH ERROR を検出 
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bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit23 No EDH ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit24 Reserved Data ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit25 Field Length ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit26 Line Length ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit27 CRC C ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit28 CRC Y ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit29 Line Number ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit30 TRS ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit31 SDI Signal ERROR を検出 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit32 割り当てなし 

 

・dda70vmResultDetectTrackGrp1：ERROR 検出グループ 1 検出軌跡 

 

本製品において、検出設定された ERROR グループ 1 の検出の結果、以前発生していた場合に、 

dda70vmSelectDisplayErrLedTime：ERROR LED の表示方法 

の設定が、2:moment 以外になっている時、以前検出した結果を表示方法の設定の期間に沿って保持します。 

上記は、その軌跡の内容を数字にして表示しています。 

数値は 10 進数で表記されています。 

 

数値の意味は以下に示す通りとなっています。 

入力 CH 別 BIT 種別 説明 

入力 CH1 側検出軌跡 Bit1 No Audio ERROR を検出軌跡 

 bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit2 Audio Packet ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit3 BCH ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit4 ANC Check Sum ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit5 ANC Parity ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit6 EDH ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit7 No EDH ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit8 Reserved Data ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit9 Field Length ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit10 Line Length ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 
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Bit11 CRC C ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit12 CRC Y ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit13 Line Number ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit14 TRS ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit15 SDI Signal ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit16 割り当てなし 

入力 CH2 検出軌跡 Bit17 No Audio ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit18 Audio Packet ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit19 BCH ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit20 ANC Check Sum ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit21 ANC Parity ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit22 EDH ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit23 No EDH ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit24 Reserved Data ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit25 Field Length ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit26 Line Length ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit27 CRC C ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit28 CRC Y ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit29 Line Number ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit30 TRS ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit31 SDI Signal ERROR を検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit32 割り当てなし 

 

・dda70vmResultDetectErrTrackGrp2：ERROR 検出グループ 2 検出結果&軌跡 

 

本製品において、検出設定された ERROR グループ 2 の検出結果と、以前検出された結果について、 

dda70vmSelectDisplayErrLedTime：ERROR LED の表示方法 

の設定が、2:moment 以外になっている時、以前検出した結果を表示方法の設定の期間に沿って保持します。 

上記は、その検出結果と軌跡の両方の内容を数字にして表示しています。 

数値は 10 進数で表記されています。 
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数値の意味は以下に示す通りとなっています。 

入力 CH 別 BIT 種別 説明 

入力 CH1 検出設定 Bit1 Blue ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit2 Freeze ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit3 Black ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit4 Mute ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit5 割り当てなし 

Bit6 

Bit7 

Bit8 

Bit9 Blue ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit10 Freeze ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit11 Black ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit12 Mute ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit13  

割り当てなし Bit14 

Bit15 

Bit16 

入力 CH2 検出設定 Bit17 Blue ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit18 Freeze ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit19 Black ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit20 Mute ERROR の検出結果 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出中 

Bit21 割り当てなし 

 

 

 

Bit22 

Bit23 

Bit24 

Bit25 Blue ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit26 Freeze ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit27 Black ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit28 Mute ERROR の検出軌跡 

bit ･･･ 0: 未検出 / 1: 検出履歴あり 

Bit29  

割り当てなし Bit30 

Bit31 

Bit32 

 

・dda70vmDisplayFrontPanelLedInfo：フロントパネル LED 情報 
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本製品の前面パネルの LED の点灯、消灯情報を上記のように数字にして表示します。 

数値は 10 進数で表記されています。 

数値の意味は以下に示す通りとなっています。 

CH 種別 Bit 説明 

入力 CH1 LED 情報 Bit1 0: No Signal – 消灯  

1: SIGNAL IN – 緑点灯 

SD or HD の信号の入力を検出中です。 

2: SGINAL IN – 橙点灯 

 A3G or B3G の信号の入力を検出中です。 

Bit2 

Bit3 0: NETQ 未検出 – 消灯 

1: NETQ 検出   - 点灯 

 入力信号中に NETQ 成分を検出中です。 

Bit4 0: CAPTION 未検出 – 消灯 

1: CAPTION 検出   - 点灯 

入力信号中に CAPTION 成分を検出中です。 

Bit5 0: ATC 未検出 – 消灯 

1: ATC 検出   - 点灯 

入力信号中に ATC 成分を検出中です。 

Bit6 0: Embedded Audio 未検出 – 消灯 

1: Embedded Audio 検出   - 点灯 

入力信号中に Embedded Audio 成分を検出中です。 

Bit7 0: FORMAT ERROR 未検出 – 消灯 

1: FORMAT ERROR が発生中、あるいは発生していました。 - 

点灯 

Bit8 0: CONTENTS ERROR 未検出 – 消灯 

1: CONTENTS ERROR が発生中、あるいは発生していました。- 

点灯 

Bit9 割り当てなし 

Bit10 

Bit11 

Bit12 

Bit13 

Bit14 

Bit15 

Bit16 

入力 CH2 LED 情報 Bit17 0: No Signal – 消灯  

1: SIGNAL IN – 緑点灯 

SD or HD の信号の入力を検出中です。 

2: SGINAL IN – 橙点灯 

 A3G or B3G の信号の入力を検出中です。 

Bit18 

Bit19 0: NETQ 未検出 – 消灯 

1: NETQ 検出   - 点灯 

 入力信号中に NETQ 成分を検出中です。 

Bit20 0: CAPTION 未検出 – 消灯 

1: CAPTION 検出   - 点灯 

入力信号中に CAPTION 成分を検出中です。 

Bit21 0: ATC 未検出 – 消灯 

1: ATC 検出   - 点灯 

入力信号中に ATC 成分を検出中です。 

Bit22 0: Embedded Audio 未検出 – 消灯 

1: Embedded Audio 検出   - 点灯 
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入力信号中に Embedded Audio 成分を検出中です。 

Bit23 0: FORMAT ERROR 未検出 – 消灯 

1: FORMAT ERROR が発生中、あるいは発生していました。 - 

点灯 

Bit24 0: CONTENTS ERROR 未検出 – 消灯 

1: CONTENTS ERROR が発生中、あるいは発生していました。- 

点灯 

Bit25 割り当てなし 

Bit26 

Bit27 

Bit28 

Bit29 

Bit30 

Bit31 

Bit32 

 

・dda70vmOutputAlarmSignalInfo：ALARM 信号出力状態 

 

本製品の ALARM 信号出力が現在出力されているか、されていないかを表示します。 

表示される内容は以下に示す通りとなっています。 

選択肢 説明 

no-ouput ALARM 信号は現在出力していません。 

Output-now ALARM 信号を現在出力中です。 

 

・dda70vmExecResetAlarmLed：ERROR LED リセット実行 

 

ERROR LED の表示を CH 毎に一度リセットすることができます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 

 

 

変更可能な種別は以下の表のとおりです。 

選択肢 説明 

reset-ch1 CH1 の ERROR LED をリセットします。 

reset-ch2 CH2 の ERROR LED をリセットします。 

本設定は設定した瞬間のみ動作し、常に、「reset-both」のみ返却されます。 

 

・dda70vmExecEraseDateArea：全 LOG 消去の実行 

 

全 LOG の消去を行うことができます。 

画面上、黄色の文字部をクリックしますと、以下のようになり、変更が可能です。 
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変更可能な種別は以下の表のとおりです。 

選択肢 説明 

no-act 全 LOG の消去をしない。 

erase-exec 全 LOG の消去を実行する。 

erase-exec を選び「OK」をクリックすると全 LOG の消去が実行されます。 

又、LOG 機能を有効にしている場合、全 LOG が消去されたのち、すぐに LOG の書き込みが始まりますので 

ご注意ください。 

 

・dda70vmSelectDetSigOptCh1：エラー検出を行う信号フォーマットを選択 

 

Ch1 でエラー検出をするフォーマットを選択し、数字で表すことが可能です。 

数値は 10 進数で表記されています。 

 

CH 種別 Bit 説明 

入 力 CH1 エ ラ ー 検 出

フォーマット 

Bit1 525i 59Hz 

Bit2 625i 50Hz 

Bit3 1080p 30Hz 

Bit4 1080p 29Hz 

Bit5 1080p 25Hz 

Bit6 1080p 24Hz 

Bit7 1080p 24Hz SF 

Bit8 1080p 23Hz 

Bit9 1080p 23Hz SF 

Bit10 1080i 60Hz 

Bit11 1080i 59Hz 

Bit12 1080i 50Hz 

Bit13 720p 60Hz 

Bit14 720p 59Hz 

Bit15 720p 50Hz 

Bit16 3G-Level A 60Hz 

Bit17 3G-Level A 59Hz 

Bit18 3G-Level A 50Hz 

Bit19 3G-Level B 60Hz 

Bit20 3G-Level B 59Hz 

Bit21 3G-Level B 50Hz 

Bit22 割り当てなし 

Bit23 

Bit24 

Bit25 

Bit26 

Bit27 

Bit28 

Bit29 

Bit30 

Bit31 

Bit32 
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・dda70vmSelectDetSigOptCh2：エラー検出を行う信号フォーマットを選択 

 

Ch2 でエラー検出をするフォーマットを選択し、数字で表すことが可能です。 

数値は 10 進数で表記されています。 

 

CH 種別 Bit 説明 

入 力 CH2 エ ラ ー 検 出

フォーマット 

Bit1 525i 59Hz 

Bit2 625i 50Hz 

Bit3 1080p 30Hz 

Bit4 1080p 29Hz 

Bit5 1080p 25Hz 

Bit6 1080p 24Hz 

Bit7 1080p 24Hz SF 

Bit8 1080p 23Hz 

Bit9 1080p 23Hz SF 

Bit10 1080i 60Hz 

Bit11 1080i 59Hz 

Bit12 1080i 50Hz 

Bit13 720p 60Hz 

Bit14 720p 59Hz 

Bit15 720p 50Hz 

Bit16 3G-Level A 60Hz 

Bit17 3G-Level A 59Hz 

Bit18 3G-Level A 50Hz 

Bit19 3G-Level B 60Hz 

Bit20 3G-Level B 59Hz 

Bit21 3G-Level B 50Hz 

Bit22 割り当てなし 

Bit23 

Bit24 

Bit25 

Bit26 

Bit27 

Bit28 

Bit29 

Bit30 

Bit31 

Bit32 
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（2）CONTROL 

 パネルによる、本製品の各入力 CH の状態を一目で確認できます。 

また、以下 4 つのメニューを用意しています。 

1)ERROR DETECT 

本製品の各入力 CH における ERROR 検出を行うか行わないかの設定を行うことができます。 

2)SETTING 

本製品の各入力 CH の信号成分の検出を行うか行わないか、あるいは ERROR 検出に関する検出時間、 

閾値等の補助設定を行うことができます。 

3)DIP SW 

現在、本製品に設定されている DIP スイッチの設定内容をグラフィカルに表示します。 

4)SETTING UPLOAD / DOWNLOAD 

本製品の設定内容をファイルにダウンロードし保存することができます。また、すでにダウンロード済み 

のファイルを別の DDA-70VM に対してアップロードし、同じ設定に書き換えることができます。 

上記のようなメニューを用意しています。 

以下、本メニュー内で表示される内容について説明します。 

 

① ERROR 表示パネルおよび各操作ボタンについて 

● 操作ロック／解除 

  WebServer から本製品 DDA-70VM へ設定を行う際、以下のように操作ロックを解除しないと設定できませんの
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でご注意ください。 

 

【注意：】DDA-70VM 本体内蔵の Dip スイッチ SW9 スイッチ番号 2 を「OFF : WebServer」に設定していませんと、

下図に示す操作ロックから解除しても WebServer からの操作が有効となりません。予めご承知おきください。 

 

                    

 

● ERROR 表示リセットスイッチパネルについて 

 DDA-70VM 本体の FORMAT ERROR、あるいは CONTENTS ERROR のいずれかの ERROR の LED が点灯して

いる場合、本パネルボタンをクリックすることで、DDA-70VM 本体のフロントパネルに搭載されていますスイッチと

同様の役割を果たし、ERROR LED を“CH 毎に”リセットすることができます。 

 

【注意：】ERROR が継続して発生している場合、本パネルをクリックしても約 5 秒後、再度 FORMAT ERROR LED

が点灯しますので予めご承知置きください。CONTENTS ERROR につきましては、設定された検出時間経過後

ERROR が継続していれば同様に点灯します。 

 

● 各種 ERROR 状態表示パネルについて 

以下に説明するパネルは全て本製品で検出した、現状の ERROR 発生状態について表示しています。以下、 

各パネルについて説明していきます。 

 

● ALARM 信号出力状態パネルについて 

 

ALARM 信号が物理的に出力されているかどうかを上記パネルで示します。パネルが赤くなっている時、信号が 

出力されています。 

 

● 入力信号状態表示パネルについて 
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各 CH の現在入力されている信号の成分の検出状態を表示しています。 

左から順に、「映像フォーマット」、「Net-Q」、「Caption」、「ATC」、「Embedded Audio」の成分の検出状態を表示 

します。 

・「映像フォーマット」・・・SD、あるいは HD 信号を検出しますと、“緑”で表示され、信号の種別が文字で表示 

されます。 

             A3G、B3G 信号を検出しますと、“橙”で表示され、信号の種別が文字で表示されます。 

             ただし、SETTING の CH1 / CH2 エラー検出有効フォーマット設定で無効とされている信号が 

                 入力された場合は“緑”“橙”は表示されません。信号の種別は文字で表示されます。 

・「Net-Q」、「Caption」、「ATC」、「Embedded Audio」・・・それぞれの成分を検出したとき、“橙”で表示されます。 

注意： 

上記の信号成分は検出を行うように設定されている場合のみ、検出したときに表示されます。 

 

 

● 各 ERROR 表示パネルについて 

本製品で検出している現在の ERROR の発生状態を以下のようにパネルで表示しています。赤く表示されている

パネルが現状発生している ERROR を示しています。 

 

本製品で検出可能な ERROR 成分のうち、ERROR 検出を行うように設定されている時、 

→ ERROR として検出している場合、“赤”で表示されます。 

本、CONTROL 画面中の「SETTING」－「エラーLED 表示方法選択」が”Hold”あるいは、”3min”に 

設定されている時。 

→ ERROR として現在検出されていないが、以前 ERROR として検出したことがある場合、“橙”で表示され 

ます。 

 

※SETTING の CH1 / CH2 エラー検出有効フォーマット設定で無効とされている信号が入力された場合は SDI 

SIGNAL が“赤”又は“橙”で表示されます。 

② ERROR DETECT 

ERROR の検出を行うか行わないかを設定できます。 

（0） SETTING よりグラフィカルな UI によって設定が可能です。 
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設定可能な ERROR 種別は以下です。 

ERROR 種別 設定可能な内容 

SDI SIGNAL SDI Signal Error を検出する・しない 

TRS TRS ERROR を検出する・しない 

LINE NUMBER LINE NUMBER ERROR を検出する・しない 

CRC Y CRC Y ERROR を検出する・しない 

CRC C CRC C ERROR を検出する・しない 

LINE LENGTH LINE LENGTH ERROR を検出する・しない 

FIELD LENGTH FIELD LENGTH ERROR を検出する・しない 

RESERVED DATA RESERVED DATA ERROR を検出する・しない 

NO EDH NO EDH ERROR を検出する・しない 

EDH EDH ERROR を検出する・しない 

ANC PARITY ANC PARITY ERROR を検出する・しない 

ANC CHECK SUM ANC CHECK SUM ERROR を検出する・しない 

BCH BCH ERROR を検出する・しない 

AUDIO PACKET AUDIO PACKET ERROR を検出する・しない 

NO AUDIO PACKET NO AUDIO PACKET ERROR を検出する・しない 

MUTE MUTE ERROR を検出する・しない 

BLACK BLACK ERROR を検出する・しない 
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FREEZE FREEZE ERROR を検出する・しない 

BLUE BLUE ERROR を検出する・しない 

上記について、それぞれ CH 毎に下図に示すラジオボタン、 

 

にて設定します。 

 

CH 毎に全てを有効、無効に一括設定することができます。 

 

③ SETTING 

本製品の機能および、ERROR 検出の補助設定を行うことができます。 

 

 

本機の検出に信号成分に関する設定および、ERROR 検出に関する設定を行うことができます。 

以下にそれぞれ設定内容を示します。 

種別 設定パネル 

入力分配情報 
 

1 入力 8 分配･･･CH1 の入力を 8 つの出力に分配します。 

2 入力 4 分配･･･各 CH の入力をそれぞれ 4 つの出力に分配しま

す。 
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エラーLED 表示方法選択 
 

Hold･･･ERROR 発生後、フロントパネルのリセットスイッチ、あるい

は ALARM RESET されるまで ERROR LED を点灯させま

す。 

3min･･･ERROR 発生後、ERROR 状態が継続しなくても、3 分間の

間 ERROR LED を点灯させます。ERROR 状態が継続して

いる場合は、時間に関係なく点灯し続けます。 

Moment･･･ERROR が発生している間だけ、ERROR LED を点灯さ

せます。 

LOG 記録選択 
 

有効･･･信号成分の検出、消失時、ERROR 検出、解消時の時間と

イベントを内蔵メモリーに記載します。 

無効･･･内蔵メモリーによるイベント記録を行いません。 

アラーム信号出力選択 
 

有効･･･入力 CH において ERROR 検出中、ALARM 信号の物理的

出力を行います。 

無効･･･ERROR 検出時に ALARM 信号の出力を行いません。 

CH1 信号成分検出 
 

Signal input･･･映像信号の種別検出する・しない 

Net-Q･･･Net-Q 成分の検出をする・しない 

Caption･･･Caption 成分の検出をする・しない 

ATC･･･ATC 成分の検出をする・しない 

Embedded Audio･･･Embedded Audio 成分の検出をする・しない 

CH2 信号成分検出 
 

Signal input･･･映像信号の種別検出する・しない 

Net-Q･･･Net-Q 成分の検出をする・しない 

Caption･･･Caption 成分の検出をする・しない 

ATC･･･ATC 成分の検出をする・しない 

Embedded Audio･･･Embedded Audio 成分の検出をする・しない 

CH1 / CH2 NetQ パケット 

検出後保持時間  
Net-Q 成分の検出時に検出状態の持続時間を設定します。 

0 ～ 30 秒 

※0 秒の場合、持続しません 

CH1 / CH2 Caption パケット 

検出後保持時間  
Caption 成分の検出時に検出状態の持続時間を設定します。 

0 ～ 30 秒 

※0 秒の場合、持続しません 

CH1 / CH2 ATC パケット 

検出後保持時間  
ATC 成分の検出時に検出状態の持続時間を設定します。 

0 ～ 30 秒 

※0 秒の場合、持続しません 

CH1 / CH2 ブルーエラー 

検出時間  
青味検出した際に、ERROR としてみなすための、青味状態の持

続時間を設定します。 

5 ～300 秒 

CH1 / CH2 フリーズエラー 

検出時間  
フリーズを検出したときに、ERROR としてみなすためのフリーズ状

態の持続時間を設定します。 
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5 ～300 秒 

CH1 / CH2 ブラックエラー 

検出時間  
黒味を検出したときに、ERROR としてみなすための黒味状態の持

続時間を設定します。 

5 ～300 秒 

CH1 / CH2 ミュートエラー 

検出時間  
無音を検出したときに、ERROR としてみなすための無音状態の持

続時間を設定します。 

5 ～300 秒 

 

 

Mute レベル CH1 / CH2 側閾値 

 
無音とみなす音声信号の閾値レベルを設定します。 

-80 ～ -60 dBFS 

Black ERROR CH1 / CH2 側検出

閾値  
黒味としてみなす映像の輝度レベルを設定します。 

0 ～ 99 IRE 

CH1 / CH2 Audio Mute ERROR

検出 CH 設定 

 
CH1 .. CH32･･･Audio Channnel 全 32CH の内、指定された CH の

無音の検出を有効、無効を設定することができます。 

 
又、入力チャンネル毎に全てのオーディオチャンネルを一括で設

定することができます。 

CH1 / CH2 エラー検出有効フォー

マット設定 

 
信号種別毎にエラー検出有効、無効を設定します。 

 
又、入力チャンネル毎に全ての信号種別を一括で設定することが

できます。 
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記録された LOG の消去 
 

記録された LOG を全て消去します。 

 

 
確認のために 2 度聞かれます。消去された LOG は復元できませ

んのでご注意ください。 

又、LOG 機能を有効にしている場合、消去後すぐに LOG の書き

込みが開始されますのでご注意ください。 

上図に示すように設定をグラフィカルに行えます。 

それぞれ、ラジオボタン、あるいはチェックボックス、あるいは入力バーに設定したい内容をセットしてください。 

 

 次に本製品の補助機能としては以下について設定できます。 

上図に示すように設定をグラフィカルで行えます。 

それぞれ、ラジオボタン、あるいはチェックボックス、あるいは入力バーに設定したい内容をセットしてください。 

 

④ DIPSW 

本機内蔵の DIP スイッチの設定状態を確認することができます。 
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本機には 9 個の DIP スイッチを内蔵しています。 

下記のように、 

 

それぞれの DIP スイッチのが現在どのようになっているかをグラフィカルに確認できます。 

注意： 

本メニューで DIP スイッチの設定を変更することはできません。 

また、本製品動作中に DIP スイッチを変更しないでください。 

 

⑤ SETTING UPLOAD / DOWNLOAD 

本製品の設定をファイルとしてダウンロードし、保存できます。また、保存した設定ファイルをアップロードし、 

ファイルに記載された設定に変更することもできます。 

 

 

・設定の保存 

 現在の本製品の設定を保存するには、上記画面の「設定ファイルのダウンロード」より、 

  ボタン 

を押して、本製品の設定をファイルとしてダウンロードしてください。 

・設定の書き換え 

 以前、保存した設定、あるいは他の個体から設定の引継ぎをしたい場合、保存済みの設 

 定ファイルを使用して、設定値を書き換えることができます。 
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 ボタンを 

押して、保存済みの設定ファイルを選択してください。 

ボタンを 

その後押しますと、現在の選択している本製品に対して、設定ファイルをアップロードします。 

 

（3） LOG 

本製品の内蔵メモリーに記録されたエラーLOG の内容を表示します。 

【注意：】本製品の LOG 記録機能を有効にしていて LOG が記録されている時のみ表示されます。 

 

以下のパネルを操作することで、過去に遡って LOG 記録された内容を表示させることができます。 

LOG の表示内容は以下のようになります。 

 

 

左から、日付(①)、時間(②)、イベントが起こった部分(③)、イベント内容詳細(④) 

の順に記載されています。 

・日付①・・・20YY 年 MM 月 DD 日となっており、20 が省略されています。 

・時計②・・・時分秒まで表示します。秒以下は表示されません。 

 

 

①  ② ③  ④ 
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・イベントが起こった部分③・・・種類は以下、 

LOG 表記種別 説明 

CH1 入力 CH1 側の信号で起こったイベントです 

CH2 入力 CH2 側の信号で起こったイベントです 

SYS 製品のシステム的なイベントの発生を知らせます。 

（主には LOG の記録開始、停止） 

TIM 日付、時計の同期が行われたことを示します。 

 

・イベント内容詳細④・・・主に以下のように分類されます。 

LOG 表記種別 説明 

ERROR： エラーが発生、あるいはエラーの発生が停止したことを示します。 

PKT： NETQ、CAPTION、ATC、AUDIO 等の信号成分の検出、あるいは検出停止

が発生したことを示します。 

SIG： 入力されている信号が変化したことを示します。 

上記のように分類され、表示されます。 

 

● ページ送り、およびダウンロードボタンについて 

 

 

上記ページ送りのダウンロードボタンのアクションは以下のようになります。 

・ 右向きボタンを押すか、Page 番号を増やすと過去に遡ります。 

・ 左向きボタンを押すか、Page 番号を減らすと最新の LOG へ近づきます。 

・ 最新の LOG は必ず「１」になります。 

・ AtoZ ボタンを押すと時間が早い順、遅い順を変えることができます。 

・ 更新ボタンを押すと最新の LOG に更新します。 

・ 一定の時間毎に更新させることができます（10 秒、1 分、5 分から選択） 

・ ダウンロードボタンを押すと、現在表示中の LOG をテキストファイルにしてダウンロードすることができます。 

※ ダウンロードしたファイルの保存先はブラウザの設定により異なります。 

詳細はブラウザのマニュアルをご参照の上、設定をご確認ください。 

 

【注意：】 

・ LOG は 1 ページ当たり約 3860LOG 記載されます。 

・ 最新の LOG ページは記録途中の為、上記数字より少ない場合があります。 

・ LOG の表示には DDA-70VM 本体からデータを Vbus へダウンロードして行いますため、お客さまの環境によ

りますが約 8 秒程度かかります。 

・ LOG 記録を有効にしながら LOG 表示を行いますと、表示するために LOG を読み込んでいる間は、ERROR あ

るいは、検出指定している信号が検出されましても、一時的に LOG 記録が停止します。LOG 表示し終わった

後にLOG記録が再開しますので、その際に記録されますが、記録時間のズレが発生しますので予めご了承く

ださい。 

・ LOG記録が有効中は検出指定したイベントが発生するたびに LOG の記録が行われます。最大約 40,000LOG

残すことができますが、内蔵メモリーの記録容量の上限に達しますと、最も過去に記載された LOG より上書き

していきます。このため、古い LOG については参照できなくなる可能性がありますので、ご注意ください。 
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（4） TRAP 

トラップの出力の設定が行えます。 

 
 項目 内容 

1 トラップ項目 発行される TRAP 項目と内容の一覧を表示します。 

2 TRAP 一括設定 TRAP 設定の全ての項目を一括してチェックします 

3 MAIL 一括設定 MAIL 設定の全ての項目を一括してチェックします 

4 TRAP 設定 TRAP として通知したい項目にチェックを付けます 

5 MAIL 設定 TRAP が発行されたときにメール通知したい項目にチェックを付けます 

 

（5） 日付時計設定 

本製品の日付および時計の設定を行うことができます。 

本製品 DDA-70VM の日付、および時計設定は、Vbus-70C オプションの WebServer より行うことができます。 

 

画面上部にあります、下図のようなアイコンの「system」をクリックしてください。 

 
そうしますと、画面が切り替わり、左側に下図のようなサイドメニューが表示されますので、その中から「時計設定」

を選択してください。 
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「時計設定」を選択しますと下のような画面に切り替わります。 

 

本画面より日付、および時計設定を変更するのに 3 つの手段があります。 

（1） 手動入力 

（2） PC の時計設定と同期 

（3） NTP による同期 

 

上記の設定方法の説明を行う前に Vbus 内に設置された製品に対して、今回行う日付、時計設定を反映 

させる・させないを個別に選択する方法を以下に記載します。 

画面上に表示されている下図の画面において、Vbus の全スロットへの反映を行うか行わないかを「ON」／

「OFF」で表示されておりますので、今回設定を行う日付、時計設定について反映“させたい”スロットだけ、「ON」に

設定します。 
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上記設定によって、Vbus に設置された製品毎に日付、時計の設定の書き換えを行わないようにすることが 

可能です。 

 

次に、日付、時計設定を行う手段 3 つについて説明します。 

（1）手動入力による日付設定の場合 

 

設定したい日付、時計の内容を記載して、「入力日時で設定」をクリックしますと設定されます。 

 

（2）PC の時刻に合わせた日付設定を行う場合 

 

PC より読み取った現在の日付と時間が表示されていますので、その値で設定したい場合、「PC 日時で設定」を 

クリックしてください。 

 

（3）NTP による同期によって日付設定を行う場合 

 

上図に示される各設定値について設定を行い、同期する時刻をセットしてください。 

上記設定しておき、上記で設定した同期時刻に Vbus の電源が入っており、インターネットに接続できる状態に 

おいて、指定の NTP サーバーと通信できたとき、日付、時計について設定されます。 
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【注意：】NTP サーバーと同期するにはインターネット上の開けたネットワークに Vbus を接続しておく必要がありま

す。尚、NTP サーバーが存在していないか、NTP サーバーに通じる途中のネットワークが遮断されていた場合、同

期できません。他、FireWall によって通信を遮断された場合も同様です。 

予め、同じネットワーク内に設置された PC より“ping”コマンド等で NTP サーバーと通信できているか確認して 

ください。 

 

 

5．エラー検出について 

 

本器はwebserverモードの時のみ、検出する信号種別（1080i60、525i等）を選択することができます。選択されて

いない信号が入力した場合【フォーマットエラー】のFORMAT（5.4項）となります。又、選択した信号のみエラー検

出を行います。DIP SWモードの場合は本器の対応する全ての信号種別のエラー検出を行います。 

 

【フォーマットエラー】 

1．SDI SIGNAL  

SDI信号なし 

SDI信号未検出および映像フォーマットが一致しない場合、エラーにします。 

 

2．TRS  

映像タイミング基準コードエラー 

映像タイミング基準コード(TRS)のH,V,FとP3～0の関係が一致しない場合、エラーにします。 

 

 

 

 

 

 

3．LINE NUMBER  

ラインナンバーエラー (HD時のみ) 

映像タイミング基準コード(TRS)のFから数えたライン番号とライン番号データが一致しない場合、エラーにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．CRC Y  

Yデータ系列CRCエラー (HD時のみ) 

Yデータ系列、前ラインのワード(YD0)からライン番号データの最後のワード(LN1)までの誤り検出符号の計算値 

と誤り検出符号データ(YCR0、YCR1）が一致しない場合、エラーにします。 

 

1
2
3
4

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0F V H P3 P2 P1 P0

(MSB)

9ワード
番 号 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ビット番号

(LSB)

F=0：第1フィールドの期間
  1：第2フィールドの期間

H=0：SAV
  1：EAV

V=0：デジタルアクティブフィールドの期間
  1：デジタルフィールドブランキングの期間

P3～0：プロテクションビット

映像タイミング基準コード

3F
F(

C)

00
0(

C)

00
0(

C)

XY
Z(

C)

LN
0(

C)

LN
1(

C)

CC
R0

CC
R1

CA
0

CA
1

CA
nn
n

3F
F(

C)

00
0(

C)

00
0(

C)

XY
Z(

C)

Cb
D0

Cr
D0

Cb
D1

Cr
D1

Cb
D9

59

Cr
D9

59

3F
F(

Y)

00
0(

Y)

00
0(

Y)

XY
Z(

Y)

LN
0(

Y)

LN
1(

Y)

CC
R0

CC
R1

YA
0

YA
1

YA
nn

n

YD
0

YD
1

YD
2

YD
3

YD
19

18

YD
19

19

3F
F(

Y)

00
0(

Y)

00
0(

Y)

XY
Z(

Y)

ライン番号
データ

誤り検出符号
データ

補助データ/
未定義ワードデータ

EAV SAV

デジタルラインブランキング デジタル有効ライン

デジタルライン (1080i/59.94Hz=2200T,1080sF/23.98Hz=2750T)

(1920T）(1080i/59.94Hz=280T,1080sF/23.98Hz=830T)

Yデータ系列

Cb/Crデータ系列

T：クロック周期 約13.481ns(1080i/59.94,1080sF/23.98)、約37.037ns(525i)
SAV：有効映像開始タイミング基準コード
EAV：有効映像終了タイミング基準コード
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5．CRC C  

Cb,Crデータ系列CRCエラー (HD時のみ) 

Cb/Crデータ系列、前ラインのワード(CbD0)からライン番号データの最後のワード(LN1)までの誤り検出符号の 

計算値と誤り検出符号データ(CCR0、CCR1）が一致しない場合、エラーにします。 

 

6．LINE LENGTH      

1ラインの長さエラー 

SAVと次のSAV、SAVとEAVのサンプル数に異常がある場合、エラーにします。 

 

 

 

 

 

 

 

7．FIELD LENGTH      

1フィールドの長さエラー 

フィールド、デジタルフィールドブランキングのライン数に異常がある場合、エラーにします。 

 

8．RESERVED DATA     

リザーブドデータエラー 

SAV、EAV、ADF以外に”000h～003h“、”3FCh～3FFh“のデータがある場合、エラーにします。 

 

9．NO EDH        

EDHなし (SD時のみ) 

EDH信号がない場合、エラーにします。 

 

10．EDH         

EDHエラー (SD時のみ) 

Active pictureのCRC計算値とActive picture ｄata crcもしくは、Full-fieldのCRC計算値とFull-field data crcが 

一致しない場合、エラーにします。また、Ancillary data error flags、Active picture error flags、Full-field error flags

内にエラーフラグがある場合、エラーにします。 

 

11．ANC PARITY 

補助データパケットのパリティーエラー 

補助データパケットのDIDワード,DBN/SDIDワード,DCワードのパリティーが一致しない場合、エラーにします。 

 

 

 

 

 

 

デジタルラインブランキング

デジタルライン (1080i/59.94Hz=2200T,1080sF/23.98Hz=2750T,525i=1716T)

(1080i/59.94Hz=280T,1080sF/23.98Hz=830T,525i=276T)

Yデータ系列(1080i/59.94,1080sF/23.98)

EA
V

SA
V

EA
V

Y/Cb/Crデータ系列(525i)

CbCrデータ系列(1080i/59.94,1080sF/23.98)

  T：クロック周期 約13.481ns(1080i/59.94,1080sF/23.98)、約37.037ns(525i)
SAV：有効映像開始タイミング基準コード
EAV：有効映像終了タイミング基準コード

EA
V

SA
V

EA
V

ADF

ADF ：補助データフラグ
DID ：データ識別ワード
SDID：第2データ識別ワード
DBN ：データブロック番号ワード
DC  ：データカウントワード
UDW ：ユーザデータワード
CS  ：チェックサムワード

DID
DBN

/SDID
DC UDW CS

3 1 1 1 0～255 1ワード数



 53 

12．ANC CHECKSUM  

補助データパケットのチェックサムエラー 

補助データパケットのDIDワードからUDWワードまでの総和の下位9ビットとCSワードが一致しない場合、 

エラーにします。 

 

13．BCH  

エンベデッド･オーディオのエラー (HD時のみ) 

音声データパケットのADFワードから音声データCH4までの誤り訂正の生成値と誤り訂正データ（ECC0～5）が 

一致しない場合、エラーにします。 

 

 

 

 

14．AUDIO PACKET 

エンベデッド･オーディオ･パケットのデータブロック番号インクリメントエラー 

音声データパケットのデータブロック番号ワード(DBN)がパケットごとに1ずつ増加し、1から255までの値の繰り返

しに異常がある場合、エラーにします。(SDの付加データパケットは除く) 

 

15．NO AUDIO PACKET 

エンベデッド･オーディオなし 

音声データパケットがない場合、エラーにします。(SDの付加データパケットは除く) 

 

16．FORMAT 

入力信号が任意の信号でない場合、エラーにします。 

※1 webserverモードのみ使用可能 

※2 この選択を有効にするのは信号成分検出 Signal inputを有効にする必要があります。 

※3 SDI SIGNALエラーとするにはERROR DETECTのSDI SIGNALを有効にする必要があります。 

※4 選択されていない入力信号のエラー検出、アンシラリーパケットの検出は行いません。 

  

EC
C0

DB
N

DC CL
K 音声データ

CH1ADF DI
D 音声データ

CH2
音声データ

CH3
音声データ

CH4 EC
C1

EC
C2

EC
C3

EC
C4

EC
C5

UDW0-23

CS

3 1ワード数 41 1 1 4 4 4 6 1

HD 音声データパケット
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【コンテンツエラー】 

1．MUTE  

無音検出 

音声レベルのピーク値が閾値（LEVEL設定：-60～-80dBFS）未満で一定時間（DETECT TIME設定：5秒～5分 

の範囲）継続後、エラーにします。(1～32CH対応) 

※NO AUDIO PACKETの検出を有効に設定していない場合MUTEは検出しません。 

 

2．BLACK  

黒味検出 

輝度レベルのピーク値が閾値（LEVEL設定：0～99IRE）以下で一定時間（TIME設定：5秒～5分の範囲）継続後、 

エラーにします。 

※画面の約97.5%を検出領域としています。 

 

3．FREEZE  

フリーズ検出 

映像のラインごとにCRCを演算した1フィールドが1フレーム前の値と一致した状態が一定時間（DETECT TIME 

設定：5秒～5分の範囲）継続後、エラーにします。 

※画面の約97.5%を検出領域としています。 

※フレーム間で圧縮した映像やノイズのある映像は目視で静止していても、映像データが1ビットでも異なると動

画と判定しフリーズ検出できません。 

 

4．BLUE  

青色検出 

色相が青色を基準に約-40～＋25度、サンプル点が画面の約90%を占めた状態が一定時間（DETECT TIME設

定：5秒～5分の範囲）継続後、エラーにします。 

※画面全体（輝度のみのサンプル点を除く）を検出領域としています。 

※輝度が0IRE以下の場合や彩度が約35%以下の場合は検出しません。 

  



 55 

6．アンシラリーパケット検出について 

 

本器はwebserverモードの時のみ、検出する信号種別（1080i60、525i等）を選択することができます。選択されて

いない信号が入力した場合【フォーマットエラー】のFORMAT（5.4項）となります。又、選択した信号のみアンシラ

リーパケット検出を行います。DIP SWモードの場合は本器の対応する全ての信号種別のアシンラリーパケット検

出を行います。 

 

【アンシラリーパケット】 

1．NET Q 

ネットキュー信号に代表される放送局間制御信号パケットを検出します。 

ADF、DID値、SDID値を検出条件とします。ラインナンバー等は検出条件とはなりません。 

 

2．CAPTION 

補助データパケットを用いた字幕データを検出します。 

ADF、DID値、SDID値を検出条件とします。ラインナンバー等は検出条件とはなりません。 

 

3．ATC 

アンシラリタイムコードパケットを検出します。 

ADF、DID値、SDID値を検出条件とします。ラインナンバー等は検出条件とはなりません。 

 

4. EMB AUDIO 

エンベデッドオーディオパケットを検出します。 

音声データパケットがある場合、検出します。(SDの付加データパケットは除く) 
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7．SNMP 

 

SNMP 対応の Vbus 筐体を使用すると、SNMP による監視が可能です。※ 

SNMP による監視を用いる場合は DIP SW9 のスイッチ番号2 を OFF にして WebServer モードにしてください。 

筐体の LAN から SNMP で状態の確認、設定変更トラップ受信などができます。 

（接続方法は Vbus 筐体の取説を参照してください。） 

DDA-70VM の MIB データは、以下の表に対応します。 

オブジェクト識別子は、オブジェクト識別子は、1．3．6．1．4．1．2012 ．20 ．1．240 ．1．1. 項番．index に 

なります。  

項番＝ OID：2 バイト、 index はスロット番号 1～10 です。 

MIB データが変化したときはトラップ発生します。（ SNMP で更新された項番はトラップが発生しません。） 

 

項番 オブジェクト

識別子 

ア

ク

セ

ス 

バ

イ

ト

数 

規格 実装例 SYNTAX 更

新 

T 

R 

A 

P 

1 pid R 

/ 

O 

80 プログラム情報 char PID[5][16]の内容 

製品コード: DDA-70VM 

会社名: VIDEOTRON Corp 

バージョン: 01.00.00 

製造日: 2015/0x/xx XXX 

   時: Build-xx:xx:xx 

SNMP 

_LTYP 

_STRING 

  

3 Kcode R 

/ 

O 

4 機種コード SNMP 機種コードで登録したコード 

240(d)=F0(h) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

  

14 inputVideo R 

/ 

O 

4 指定された 

映像信号入力 

有りで 1 

  bit0: SDI IN1 

  bit1: SDI IN2 

(使用例：10 進数) 

noSignal-allCh(0) 

inputOK-ch1(1) 

inputOK-ch2(2) 

inputOK-allCh(3) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 

18 inputAudio R 

/ 

O 

4 指定された 

入力映像信号中 

の音声信号有りで 1 

 bit0: Audio IN1   

 bit1: Audio IN2 

(使用例：10 進数) 

noSignal-allCh(0) 

inputOK-ch1(1) 

inputOK-ch2(2) 

inputOK-allCh(3) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 

40 hard R 

/ 

O 

4 FPGA のバージョン

情報 

  bit0～15:  MAIN 

英数字 2 文字 

"00"（初期バージョン）→"01"→"02"

… 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 
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1000 Video Format R 

/ 

O 

4 映像フォーマット 

0..1 byte:CH1 信号  

2..3 byte:CH2 信号 

or 

bit 0..15 :CH1 信号 

bit 16..31:CH2 信号 

[Return data]  

 0:No Signal 

 1:SD 525i 

 2:SD 625i 

 3:HD1080p30 

 4:HD1080p29 

 5:HD1080p25 

 6:HD1080p24 

 7:HD1080p24SF 

 8:HD1080p23 

 9:HD1080p23SF 

 10:HD1080i60 

 11:HD1080i59 

 12:HD1080i50 

 13:HD720p60 

 14:HD720p59 

 15:HD720p50 

 16:A3G1080p60 

 17:A3G1080p59 

 18:A3G1080p50 

 19:B3G1080p60 

 20:B3G1080p59 

 21:B3G1080p50 

(使用例：10 進数) 

[返却値] 

& 0x0000FFFF (16 進数でマスク) 

：input CH1 

[返却値] 

 & 0xFFFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

：Input CH2 

 

InputVideoNosignalAllCh(0), 

InputCh1VideoSD525i(1), 

InputCh1VideoSD625i(2), 

・・・etc. 

InputCh2VideoSD525i(65536), 

InputCh2VideoSD625i(131072), 

・・・etc.  

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 

1001 Show Dip 

Switches of 

Goup1 

R 

/ 

O 

4 ディップスイッチ 

 bit0～7    

: DIP SW1 

 bit8～15  

: DIP SW2 

 bit16～23 

: DIP SW3 

 bit24～31 

: DIP SW4 

(使用例：10 進数) 

[返却値] & 0x000000FF (16 進数でマ

スク) 

 GetDIPSwData( 1 ) 

 

[返却値] & 0x0000FF00 >> 8 (16 進

数でマスク) 

 GetDIPSwData( 2 ) 

 

[返却値] & 0x00FF0000 >> 16 (16 進

数でマスク) 

 GetDIPSwData( 3 ) 

 

[返却値] & 0xFF000000 >> 24 (16 進

数でマスク) 

 GetDIPSwData( 4 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

  

1002 Show Dip 

Switches of 

Group2 

R 

/ 

O 

4 ディップスイッチ 

 bit0～7   

: DIP SW5 

 bit8～15 

: DIP SW6 

 bit16～23 

: DIP SW7 

 bit24～31 

: DIP SW8 

(使用例：10 進数) 

 [返却値] 

 & 0x000000FF (16 進数でマスク) 

 GetDIPSwData( 5 ) 

 

[返却値] 

 & 0x0000FF00 >> 8 (16 進数でマス

ク) 

 GetDIPSwData( 6 ) 

 

[返却値] 

 & 0x00FF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

 GetDIPSwData( 7 ) 

 

[返却値] 

 & 0xFF000000 >> 24 (16 進数でマス

ク) 

 GetDIPSwData( 8 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

  

1003 Show Dip 

Switches of 

Group3 

R 

/ 

O 

4 ディップスイッチ 

 bit0～7: DIP SW9 

(使用例：10 進数) 

 [返却値] 

 & 0x000000FF (16 進数でマスク) 

 GetDIPSwData( 9 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 
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1004 Get Priority 

Information 

R 

/ 

O 

4 優先モード情報 

 0: WebServer 

 1: Dip Switch 

(使用例：10 進数) 

GetCntrlPriority_Dipsw( 1 ) 

GetCntrlPriority_Web( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

  

1005 Get 

Distribution 

Information 

R 

/ 

W 

4 入力分配情報 

 0: 2 input 4 × 2 

output 

 1: 1input 8×1 

output 

(使用例：10 進数) 

SetDistributionMode_1in8out( 1 ) 

SetDistributionMode_2in4out( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1006 Select 

Displaying 

Error LED 

R 

/ 

W 

4 エラーLED 表示方

法選択 

Select Displaying 

Error LED  

 0:Hold 

 1: 3min 

 2: Moment 

(使用例：10 進数) 

SetDisplayingAlarmTime_Moment( 2 ) 

SetDisplayingAlarmTime_3min( 1 ) 

SetDisplayingAlarmTime_Hold( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1007 Select 

Outputing 

Alarm Signal 

R 

/ 

W 

4 アラーム信号出力

選択 

Output Alarm Signal 

 0: OFF 

 1: ON 

(使用例：10 進数) 

EnableAlarmSignalOutput( 1 ) 

DisableAlarmSignalOutput( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1008 Set Log Write 

Enable 

R 

/ 

W 

4 LOG 記録有効・無

効選択 

 0: Disable log 

writing 

 1: Enable log 

writing  

(使用例：10 進数) 

DisableLogWrite( 0 ) 

EnableLogWrite( 1 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1009 Set 

Detection 

Signal's 

Elements 

R 

/ 

W 

4 信号成分検出設定 

CH2 Detection 

Signal  Elements 

 bit21..bit31 : None 

 bit20: CH2 Signal 

input Format 

 bit19: CH2 NET Q 

 bit18: CH2 

CAPTION 

 bit17: CH2 ATC 

 bit16: CH2 

Embedded Audio 

 

CH1 Detection 

Signal  Elements 

  bit5..bit15 : None 

  bit4: CH1 Signal 

input Format 

  bit3: CH1 NET Q 

  bit2: CH1 

CAPTION 

  bit1: CH1 ATC 

  bit0: CH1 

Embedded Audio 

(使用例：10 進数) 

CH1 側信号成分： 

[返却値 / 設定値] 

 & 0x0000001F (16 進数でマスク) 

SetDetectionElementsCh1( [設定

値] ) 

 

CH2 側信号成分： 

[返却値 / 設定値] 

 & 0x00001F00 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetDetectionElementsCh2( [設定

値] ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1010 Set 

Detection's 

Group1 of 

Signal Errors 

R 

/ 

W 

4 エラー種別検出設

定(フォーマットエ

ラー系) 

Detection of Format 

Errors on CH2 

 bit31: None 

 bit30: SDI Signal 

Error 

 bit29: TRS Error 

 bit28: Line Number 

Error 

 bit27: CRC Y Error 

 bit26: CRC C Error 

 bit25: Line Length 

Error 

 bit24: Field Length 

Error 

 bit23: Reserve 

Error 

 bit22: No EDH 

Error 

 bit21: EDH Error 

 bit20: ANC Parity 

Error 

 bit19: ANC Check 

SUM Error 

 bit18: BCH Error 

 bit17: Audio 

Packet Error 

 bit16: No Audio 

Error 

 

CH1 Detection of 

Format Errors. 

 bit15: None 

 bit14: SDI Signal 

Error 

 bit13: TRS Error 

 bit12: Line Number 

Error 

 bit11: CRC Y Error 

 bit10: CRC C Error 

 bit9: Line Length 

Error 

 bit8: Field Length 

Error 

 bit7: Reserve Error 

 bit6: No EDH Error 

 bit5: EDH Error 

 bit4: ANC Parity 

Error 

 bit3: ANC Check 

SUM Error 

 bit2: BCH Error 

 bit1: Audio Packet 

Error 

 bit0: No Audio 

Error 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出 GROUP1 パラ

メータ： 

[返却値 / 設定値] 

 & 0x0000FFFF (16 進数でマスク) 

SetCh1DetectionErrGroup1( [設定

値] ) 

 

CH2 側 ERROR 検出 GROUP1 パラ

メータ： 

[返却値 / 設定値] 

 & 0xFFFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetCh2DetectionErrGroup1( [設定

値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1011 Set 

Detection's 

Group2 of 

Signal Errors 

R 

/ 

W 

4 エラー種別検出設

定(コンテンツエラー

系) 

Detection's Group2 

of Signal Errors on 

CH2 

 bit20 .. bit31: None 

 bit19: Mute Error 

 bit18: Black Error 

 bit17: Freeze Error 

 bit16: Blue Error 

 

Detection's Group2 

of Signal Errors on 

CH1 

 bit4 .. bit15: None 

 bit3: Mute Error 

 bit2: Black Error 

 bit1: Freeze Error 

 bit0: Blue Error 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出 GROUP2 パラ

メータ： 

[返却値] / 設定値 

 & 0x0000000F (16 進数でマスク) 

SetCh1DetectionErrGroup2( [設定

値] ) 

 

CH2 側 ERROR 検出 GROUP2 パラ

メータ： 

[返却値] / 設定値 

 & 0x000F0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetCh2DetectionErrGroup2( [設定

値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1012 Set Mute 

Error's 

Detection 

with Audio 

Channels on 

CH1 

R 

/ 

W 

4 Audio Mute Error 検

出 CH 設定 入力

CH1 

 

入力 CH 1 系統につ

き、Audio 32CH まで

解析可能です。 

 bit31: Audio 32Ch 

 bit30: Audio 31Ch 

  ・・・ 

 bit1: Audio 2Ch 

 bit0: Audio 1Ch 

(使用例：10 進数) 

Mute ERROR 検出 Audio Channel: 

EnableDetectMuteErrorCH1( 1 << 

( Audio Channel - 1 )  ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1013 Set Mute 

Error's 

Detection 

with Audio 

Channels on 

CH2 

R 

/ 

W 

4 Audio Mute Error 検

出 CH 設定 入力

CH2 

 

入力 CH 1 系統につ

き、Audio 32CH まで

解析可能です。 

 bit31: Audio 32Ch 

 bit30: Audio 31Ch 

  ・・・ 

 bit1: Audio 2Ch 

 bit0: Audio 1Ch 

(使用例：10 進数) 

Mute ERROR 検出 Audio Channel: 

EnableDetectMuteErrorCH2( 1 << 

( Audio Channnel - 1 )  ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1014 Set NetQ's 

Detection 

Hold Time 

R 

/ 

W 

4 NetQ パケット検出

後保持時間選択 

 

 bit24.. bit31: 未使

用 

 bit16.. bit23: 

NetQ's Hold Time 

for CH2 

  ( 0 ～ 30 ) 単

位：秒 

 

 bit8 .. bit15: 未使

用  

 bit0 .. bit7 : NetQ's 

Hold Time for CH1 

 ( 0 ～ 30 ) 単位：

秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 パケット成分ホールド時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x000000FF (16 進数でマスク) 

SetNetQPacketHoldTimeCH1( [設定

値] ) 

 

CH2 側 パケット成分ホールド時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00FF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetNetQPacketHoldTimeCH2( [設定

値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1015 Set Caption's 

Detection 

Hold Time 

R 

/ 

W 

4 Caption パケット検

出後保持時間選択 

 

 bit24 .. bit31: 未使

用 

 bit16 .. bit23 : CH2  

Caption's Hold Time  

( 0 ～ 30 ) 単位：

秒 

 

 bit8 .. bit15 : 未使

用  

 bit0 .. bit7   : CH1 

Caption's Hold Time 

 ( 0 ～ 30 ) 単位：

秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 パケット成分ホールド時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x000000FF (16 進数でマスク) 

SetCaptionPacketHoldTimeCH1( [設

定値] ) 

 

CH2 側 パケット成分ホールド時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00FF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetCaptionPacketHoldTimeCH2( [設

定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1016 Set ATC's 

Detection 

Hold Time 

R 

/ 

W 

4 ATC パケット検出後

保持時間選択 

 

 bit24 .. bit31: 未使

用 

 bit16 .. bit23 : CH2  

ATC's Hold Time  

( 0 ～ 30 ) 単位：

秒 

 

 bit8 .. bit15 : 未使

用  

 bit0 .. bit7   : CH1 

ATC's Hold Time 

 ( 0 ～ 30 ) 単位：

秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 パケット成分ホールド時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x000000FF 

SetAtcPacketHoldTimeCH1( [設定

値] ) 

 

CH2 側 パケット成分ホールド時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00FF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetAtcPacketHoldTimeCH2( [設定

値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1017 Set Blue 

Error's 

Detection 

Time 

R 

/ 

W 

4 ブルーエラー検出

時間選択 

 bit16 .. bit31: CH2 

Detect Blue Error 

Time ( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

 

 bit0 .. bit15 : CH1 

Detect Blue Error 

Time( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00000FFF (16 進数でマスク) 

SetDetectionBlueErrorTimeCH1( [設

定値] ) 

 

CH2 側  ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x0FFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetDetectionBlueErrorTimeCH2( [設

定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1018 Select 

Freeze 

Error's 

Detection 

Time 

R 

/ 

W 

4 フリーズエラー検出

時間選択 

 bit16 .. bit31: CH2 

Detect Freeze Error 

Time ( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

 

 bit0 .. bit15 : CH1 

Detect Freeze Error 

Time( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00000FFF (16 進数でマスク) 

SetDetectionFreezeErrorTimeCH1( [

設定値] ) 

 

CH2 側  ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x0FFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetDetectionFreezeErrorTimeCH2( [

設定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1019 Select Black 

Error's 

Detection 

Time 

R 

/ 

W 

4 ブラックエラー検出

時間選択 

 bit16 .. bit31: CH2 

Detect Black Error 

Time ( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

 

 bit0 .. bit15 : CH1 

Detect Black Error 

Time( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00000FFF (16 進数でマスク) 

SetDetectionBlackErrorTimeCH1( [

設定値] ) 

 

CH2 側  ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x0fff0000 >> 16 

SetDetectionBlackErrorTimeCH2( [

設定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1020 Select Mute 

Error's 

Detection 

Time 

R 

/ 

W 

4 ミュートエラー検出

時間選択 

 bit16 .. bit31: CH2 

Detect Mute Error 

Time ( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

 

 bit0 .. bit15 : CH1 

Detect Mute Error 

Time( 5 ～ 300 ) 

単位：秒 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x00000FFF (16 進数でマスク) 

SetDetectionMuteErrorTimeCH1( [設

定値] ) 

 

CH2 側  ERROR 検出時間: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x0FFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetDetectionMuteErrorTimeCH2( [設

定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1021 Set Negative 

Mute Error's 

Thresh 

Level . 

R 

/ 

W 

4 ミュートエラー検出

閾値レベル設定 

 bit16 .. bit31: 

Negative threshing 

level for detecting 

mute error on CH2 

 ( 60 ～ 80 )  単

位：dBFS 

 bit0 .. bit15:  

Negative threshing 

level for detecting 

mute error on CH1 

 ( 60 ～ 80 )  単

位：dBFS 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出閾値レベル: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x0000FFFF (16 進数でマスク) 

SetMuteErrorThreshlevelCH1( [設定

値] ) 

 

CH2 側 ERROR 検出閾値レベル: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0xFFFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetMuteErrorThreshLevelCH2( [設

定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  

1022 Set Black 

Error's 

Thresh Level. 

R 

/ 

W 

4 ブラックエラー検出

閾値レベル設定 

 bit18 .. bit31: 

Threshing levels for 

detecting black 

error on CH2 ( 0 ～ 

99 )  単位：IRE 

 bit0 .. bit15: 

Threshing levels for 

detecting black 

error on CH1 ( 0 ～ 

99 )  単位：IRE 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 ERROR 検出閾値レベル: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0x0000FFFF (16 進数でマスク) 

SetBlackErrorThreshlevelCH1( [設定

値] ) 

 

CH2 側 ERROR 検出閾値レベル: 

[返却値] / [設定値] 

 & 0xFFFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

SetBlackErrorThreshLevelCH2( [設

定値] << 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1023 Result  on 

Group1 of 

Detection 

Errors 

R 

/ 

O 

4 エラー種別検出結

果(フォーマットエ

ラー系) 

1..2byte : CH1 

Format Error's 

details 

3..4byte : CH2 

Format Error's 

details 

or 

bit 0..15 : CH1 

Format Error's 

details 

bit16..31: CH2 

Format Error's 

details 

 

for CH2 

 bit31: None 

 bit30: SDI Signal 

Error 

 bit29: TRS Error 

 bit28: Line Number 

Error 

 bit27: CRC Y Error 

 bit26: CRC C Error 

 bit25: Line Length 

Error 

 bit24: Field Length 

Error 

 bit23: Reserve 

Error 

 bit22: No EDH 

Error 

 bit21: EDH Error 

 bit20: ANC Parity 

Error 

 bit19: ANC Check 

SUM Error 

 bit18: BCH Error 

 bit17: Audio 

Packet Error 

 bit16: No Audio 

Error 

 

for CH1 

 bit15: None 

 bit14: SDI Signal 

Error 

 bit13: TRS Error 

 bit12: Line Number 

Error 

 bit11: CRC Y Error 

 bit10: CRC C Error 

 bit9: Line Length 

Error 

 bit8: Field Length 

Error 

 bit7: Reserve Error 

 bit6: No EDH Error 

 bit5: EDH Error 

 bit4: ANC Parity 

Error 

 bit3: ANC Check 

SUM Error 

 bit2: BCH Error 

 bit1: Audio Packet 

Error 

 bit0: No Audio 

Error 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 発生中の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0x0000FFFF (16 進数でマスク) 

GetResultErrorGroup1CH1( [返却

値] ) 

 

CH2 側 発生中の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0xFFFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

GetResultErrorGroup1CH2( [返却値] 

>> 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 
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1024 Result on 

Group1 of 

Detection 

Tracks 

R 

/ 

O 

4 エラー種別検出軌

跡 

(フォーマットエラー

系) 

1..2byte : CH1 Error 

Group1's tracks 

details 

3..4byte : CH2 Error  

Group1's tracks 

details 

or 

bit 0..15 : CH1 Error 

Group1's tracks 

details 

bit16..31: CH2 Error  

Group1's tracks 

details 

 

for CH2 

 bit31: None 

 bit30: SDI Signal 

Error's Tracks 

 bit29: TRS Error's 

Tracks 

 bit28: Line Number 

Error's Tracks 

 bit27: CRC Y 

Error's Tracks 

 bit26: CRC C 

Error's Tracks 

 bit25: Line Length 

Error's Tracks 

 bit24: Field Length 

Error's Tracks 

 bit23: Reserve 

Error's Tracks 

 bit22: No EDH 

Error's Tracks 

 bit21: EDH Error's 

Tracks 

 bit20: ANC Parity 

Error's Tracks 

 bit19: ANC Check 

SUM Error's Tracks 

 bit18: BCH Error's 

Tracks 

 bit17: Audio 

Packet Error's 

Tracks 

 bit16: No Audio 

Error's Tracks 

 

for CH1 

 bit15: None 

 bit14: SDI Signal 

Error's Tracks 

 bit13: TRS Error's 

Tracks 

 bit12: Line Number 

Error's Tracks 

 bit11: CRC Y 

Error's Tracks 

 bit10: CRC C 

Error's Tracks 

 bit9: Line Length 

Error's Tracks 

 bit8: Field Length 

Error's Tracks 

 bit7: Reserve 

Error's Tracks 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 過去発生の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0x0000FFFF (16 進数でマスク) 

GetResultErrorTracksGroup1CH1( [

返却値] ) 

 

CH2 側 過去発生の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0xFFFF0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

GetResultErrorTracksGroup1CH2( [

返却値] >> 16 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 
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 bit6: No EDH 

Error's Tracks 

 bit5: EDH Error's 

Tracks 

 bit4: ANC Parity 

Error's Tracks 

 bit3: ANC Check 

SUM Error's Tracks 

 bit2: BCH Error's 

Tracks 

 bit1: Audio Packet 

Error's Tracks 

 bit0: No Audio 

Error's Tracks 

1025 Result on 

Group2 of 

Detection 

Errors and 

Tracks 

R 

/ 

O 

4 エラー種別検出結

果(コンテンツエラー

系) 

1..2byte : CH1 

Contents error and 

tracks details 

3..4byte : CH2 

Contents error and 

tracks details 

or 

bit 0..15 : CH1 

Contents error and 

tracks details 

bit16..31: CH2 

Contents error and 

tracks details 

 

for CH2 

 bit28 .. bit31: None 

 bit27: Mute Error's 

Tracks 

 bit26: Black Error's 

Tracks 

 bit25: Freeze 

Error's Tracks 

 bit23: Blue Error's 

Tracks 

 bit20 .. bit22 : None 

 bit19: Mute Error 

 bit18: Black Error 

 bit17: Freeze Error 

 bit16: Blue Error 

 

for CH1 

 bit12 .. bit15 : None 

 bit11: Mute Error's 

Tracks 

 bit10: Black Error's 

Tracks 

 bit9: Freeze 

Error's Tracks 

 bit8: Blue Error's 

Tracks 

 bit4 .. bit7 : None 

 bit3: Mute Error 

 bit2: Black Error 

 bit1: Freeze Error 

 bit0: Blue Error 

(使用例：10 進数) 

CH1 側 発生中の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0x0000000F (16 進数でマスク) 

GetResultErrorGroup2CH1( [返却

値] ) 

 

CH1 側 発生中の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0x00000F00 >> 8 (16 進数でマス

ク) 

GetResultErrorTracksGroup2CH1( [

返却値] >> 8 ) 

 

CH2 側 発生中の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0x000F0000 >> 16 (16 進数でマス

ク) 

GetResultErrorGroup2CH2( [返却値] 

>> 16 ) 

 

CH2 側 過去発生の ERROR 種別: 

[返却値] 

 & 0x0F000000 >> 24 (16 進数でマス

ク) 

GetResultErrorTracksGroup2CH2( [

返却値] >> 24 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 
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1026 Get Front 

Panel's LED 

Information 

R 

/ 

O 

4 フロントパネル LED

表示情報 

1..2byte : CH1 Front 

Panel LED Info 

3..4byte : CH2 Front 

Panel LED Info 

or 

bit 0..15 : CH1 Front 

Panel LED Info 

bit16..31: CH2 Front 

Panel LED Info 

 

for CH2 

 bit24 .. bit31: None 

 bit23: CONTENTS 

Error 

 bit22: FORMAT 

Error 

 bit21: Embedded 

Audio 

 bit20: ATC 

 bit19: CAPTION 

 bit18: NET Q 

 bit16 .. bit17: SDI 

IN(0 : OFF / 1: 

Green / 2: Yellow ) 

 

for CH1 

  bit8 .. bit15 : None 

  bit7: CONTENTS 

Error 

  bit6: FORMAT 

Error 

  bit5: Embedded 

Audio 

  bit4: ATC 

  bit3: CAPTION 

  bit2: NET Q 

  bit0 .. bit1: SDI 

IN(0 : OFF / 1: 

Green / 2: Yellow ) 

(使用例：10 進数) 

CH1 側フロントパネル LED :  

[返却値] 

 & 0x000000FF (16 進数でマスク) 

 

GetFrontLedSignalOKCh1( 1 ) 

or 

GetFrontLedSignalOKCh1( 2 ) 

 

CH2 側フロントパネル LED : 

[返却値] 

 & 0x00FF0000  >> 16 (16 進数でマ

スク) 

 

GetFrontLedSignalOKCh2( 65536 ) 

or 

GetFrontLedSignalOKCh2( 131072 ) 

 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 

1027 Get Output 

Alarm Signal 

Information 

R 

/ 

O 

4 アラーム信号出力

情報 

 0: No signal 

outputing 

 1: Signal outputing 

now. 

(使用例：10 進数) 

IsAlarmSignalOutputEnable( 1 )  

IsAlarmSignalOutputDisable( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○ ○ 

1028 Execute to 

Reset Alarm 

LED. 

W 

/ 

O 

4 アラームリセットス

イッチ押し情報 

 ( Always read 

result = 0 ) 

 bit2： Reset alarm 

for CH2 

 bit1： Reset alarm 

for CH1 

 

If you set '0', it 

make resetting 

alarm with both CH. 

(使用例：10 進数) 

Reset for CH1: 

PushResetAlarmSw( 1 ) 

 

Reset for CH2 : 

PusｈResetAlarmSW( 2 ) 

 

Reset for both CH : 

PushResetAlarmBothSw( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

  

 

1029 Execute to 

Flush Log 

Area. 

R 

/ 

W 

4 1: Erasing Log Area. 

0: No Action 

1 書き込みで LOG 

AREA を消します。 

消去完了後、0 に自

動復帰します。 

(使用例：10 進数) 

FlushLogArea( 1 ), 

NoFlushLogArea( 0 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1030 Select 

detection 

option :  

                 

Valid Signal 

Format for 

CH1 

R 

/ 

W 

4 1..2..3..4 byte : 

or 

bit 0..31 

 CH1 Valid Signal 

Format 

 

bit21 .. 31 None 

bit20 : CH1 

3G-Level B 50Hz 

bit19 : CH1 

3G-Level B 59Hz 

bit18 : CH1 

3G-Level B 60Hz 

bit17 : CH1 

3G-Level A 50Hz 

bit16 : CH1 

3G-Level A 59Hz 

bit15 : CH1 

3G-Level A 60Hz 

bit14 : CH1 720p 

50Hz 

bit13 : CH1 720p 

59Hz 

bit12 : CH1 720p 

60Hz 

bit11 : CH1 1080i 

50Hz 

bit10 : CH1 1080i 

59Hz 

bit9 : CH1 1080i 

60Hz 

bit8 : CH1 1080p 

        23Hz SF 

bit7 : CH1 1080p 

    23Hz 

bit6 : CH1 1080p 

 24Hz SF 

bit5 : CH1 1080p 

 24Hz 

bit4 : CH1 1080p 

 25Hz 

bit3 : CH1 1080p 

 29Hz 

bit2 : CH1 1080p 

 30Hz 

bit1 : CH1 625i 50Hz 

bit0 : CH1 525i 59Hz 

 

割り当てのある bit

を「1」に設定します

と、検出を行いま

す。「0」に設定され

た bit は検出しませ

ん。 

(使用例：10 進数) 

SetValidSignalCH1_1080i_50( 4096 )  

SetValidSignalCH1_All( 2097151 ) 

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1031 Select 

detection 

option :  

                 

Valid Signal 

Format for 

CH2 

 

R 

/ 

W 

4 1..2..3..4 byte : 

or 

bit 0..31 

 CH2 Valid Signal 

Format 

 

bit21 .. 31 None 

bit20 : CH2 

3G-Level B 50Hz 

bit19 : CH2 

3G-Level B 59Hz 

bit18 : CH2 

3G-Level B 60Hz 

bit17 : CH2 

3G-Level A 50Hz 

bit16 : CH2 

3G-Level A 59Hz 

bit15 : CH2 

3G-Level A 60Hz 

bit14 : CH2 720p 

50Hz 

bit13 : CH2 720p 

59Hz 

bit12 : CH2 720p 

60Hz 

bit11 : CH2 1080i 

50Hz 

bit10 : CH2 1080i 

59Hz 

bit9 : CH2 1080i 

60Hz 

bit8 : CH2 1080p 

        23Hz SF 

bit7 : CH2 1080p 

    23Hz 

bit6 : CH2 1080p 

 24Hz SF 

bit5 : CH2 1080p 

 24Hz 

bit4 : CH2 1080p 

 25Hz 

bit3 : CH2 1080p 

 29Hz 

bit2 : CH2 1080p 

 30Hz 

bit1 : CH2 625i 50Hz 

bit0 : CH2 525i 59Hz 

 

割り当てのある bit

を「1」に設定します

と、検出を行いま

す。「0」に設定され

た bit は検出しませ

ん。 

(使用例：10 進数) 

SetValidSignalCH2_1080i_50( 4096 ) 

SetValidSignalCH2_All( 2097151 )  

SNMP 

_LTYP 

_INTEGER 

○  
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1033  R 

/ 

W 

4 1..2..3..4 byte : Get 

Set Service 

Information 

  bit9 .. 32 None 

  bit8   : none 

  bit7   : none 

  bit6   : Get 

Service Information 

2 (0: None / 1:With 

information ) 

  bit5   : Get 

Service Information 

1 (0: None / 1:With 

information ) 

  bit4   : none 

  bit3   : none 

  bit2   : Enable 

Service Information 

2 (0: Disable / 

1:Enable ) 

  bit1   : Enable 

Service Information 

1 (0: Disable / 

1:Enable ) 

本情報は

DDA-70VM 本体の

サービス情報につ

いて有効・無効を設

定し、かつ、有効で

あったときに、情報

取得を行うことがで

きます。 

尚、bit5 or bit6 はラ

イトしても変更され

ません。 

SetServiceInformation( 0x01 ) 

→ Enable to detect service 

information. 

 

GetServiceInformation( 0x10 ) 

→ Get the service information of 

ID1.  

SNMP 

LTYP 

INTEGER 

○  

 

※ お手持ちのVbus筐体がSNMP対応したものか分からない場合、筐体のシリアルナンバーを確認し、 

当社までお問い合わせください。 
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8．工場出荷設定 （ディップスイッチ） 

 

 工場出荷時、DIP SW の設定は下記のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIP SWの設定を表で表すと下記のようになります。 

縦軸はDIP SWの番号、横軸はスイッチ番号となります。 

 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 

SW1 ON ON ON ON ON ON ON ON 

SW2 ON ON ON ON ON ON ON OFF 

SW3 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

SW4 ON ON ON ON ON ON ON ON 

SW5 ON ON ON ON ON ON ON OFF 

SW6 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

SW7 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

SW8 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

SW9 OFF ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

 

注意！ ディップスイッチの設定は、電源を落とした状態で行ってください。 

     電源投入時に設定が反映されます。 

     Webserverによる設定値の初期値とは異なりますのでご注意ください。 

  

87654321
NO

SW1

工場出荷時設定

87654321
NO

SW2 87654321
NO

SW3

87654321
NO

SW4 87654321
NO

SW5 87654321
NO

SW6

87654321
NO

SW7 87654321
NO

SW8 87654321
NO

SW9
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《各設定パラメータ》 
上記の出荷時のディップスイッチ設定によって設定される、本体内の各設定の初期値は以下のようになっ
ています。また、ディップスイッチで設定不能な本体内設定についての初期値を以下表記します。 
 
※ 尚、ディップスイッチ SW9のスイッチ番号2をONにセットした状態で本機を起動した場合、本体内の

各設定について備考に記載します。 
 
 
検出種別 CH1(出荷時) CH2(出荷時) 備考(SETTING MODE=DIP SW起動時) 

SDI SIGNAL 

 FORMAT ERROR 

ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

TRS ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

LINE NUMBER ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

CRC Y ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

CRC C ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

LINE LENGTH ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

FIELD LENGTH ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

RESERVED DATA ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

NO EDH ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

EDH ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

ANC PARITY ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

ANC CHECKSUM ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

BCH ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

AUDIO PACKET ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

NO AUDIO PACKET ON ON ディップスイッチの設定に従います。 

MUTE OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

AUDIO CH MUTE 1CH : ON 

2CH : ON 

3CH : ON 

4CH : ON 

5CH : ON 

6CH : ON 

7CH : ON 

8CH : ON 

9CH : ON 

10CH : ON 

11CH : ON 

12CH : ON 

13CH : ON 

14CH : ON 

15CH : ON 

16CH : ON 

17CH : ON 

18CH : ON 

19CH : ON 

20CH : ON 

21CH : ON 

22CH : ON 

23CH : ON 

24CH : ON 

25CH : ON 

26CH : ON 

27CH : ON 

28CH : ON 

29CH : ON 

1CH : ON 

2CH : ON 

3CH : ON 

4CH : ON 

5CH : ON 

6CH : ON 

7CH : ON 

8CH : ON 

9CH : ON 

10CH : ON 

11CH : ON 

12CH : ON 

13CH : ON 

14CH : ON 

15CH : ON 

16CH : ON 

17CH : ON 

18CH : ON 

19CH : ON 

20CH : ON 

21CH : ON 

22CH : ON 

23CH : ON 

24CH : ON 

25CH : ON 

26CH : ON 

27CH : ON 

28CH : ON 

29CH : ON 

WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 
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30CH : ON 

31CH : ON 

32CH : ON 

30CH : ON 

31CH : ON 

32CH : ON 

BLACK OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

FREEZE OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

BLUE OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

MUTE DCT TIME 5 5 ディップスイッチの設定に従います。 

BLACK DCT TIME 5 5 ディップスイッチの設定に従います。 

FREEZE DCT TIME 5 5 ディップスイッチの設定に従います。 

BLUE DCT TIME 5 5 ディップスイッチの設定に従います。 

MUTE ERROR 

 THRESH LEVEL 

-80db -80db WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 

BLACK ERROR 

    THRESH LEVEL 

99IRE 99IRE WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 

SDI SIGNAL FORMAT ON ON WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 

NET Q OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

CAPTION OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

ATC OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

EMB AUDIO OFF OFF ディップスイッチの設定に従います。 

NET Q HOLD TIME 3 3 WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 

CAPTION HOLD TIME 3 3 WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 

ATC HOLD TIME 3 3 WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 

FORMAT SELECT 525 : ON 

625i : ON 

1080p30 : ON 

1080p29 : ON 

1080p25 : ON 

1080p24 : ON 

1080p24SF : ON 

1080p23 : ON 

1080p23SF : ON 

1080i60 : ON 

1080i59 : ON 

1080i50 : ON 

720p60 : ON 

720p59 : ON 

720p50 : ON 

3GLvl-A60 : ON 

525i : ON 

625i : ON 

1080p30 : ON 

1080p29 : ON 

1080p25 : ON 

1080p24 : ON 

1080p24SF : ON 

1080p23 : ON 

1080p23SF : ON 

1080i60 : ON 

1080i59 : ON 

1080i50 : ON 

720p60 : ON 

720p59 : ON 

720p50 : ON 

3GLvl-A60 : ON 

WebServer、あるいはSNMP通信によって変

更した値になります。 

変更していない場合は、出荷時設定値になり

ます。 
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3GLvl-A59 : ON 

3GLvl-A50 : ON 

3GLvl-B60 : ON 

3GLvl-B59 : ON 

3GLvl-B50 : ON 

3GLvl-A59 : ON 

3GLvl-A50 : ON 

3GLvl-B60 : ON 

3GLvl-B59 : ON 

3GLvl-B50 : ON 

DIVIDE 2入力 4分配 ディップスイッチの設定に従います。 

PRIORITY DIP SWITCH設定優先 ディップスイッチ優先モードになります。 

LED HOLD 

 DISPLAY TIME 

HOLD ディップスイッチの設定に従います。 
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9．ログ表記内容一覧 

本機のログ機能により記載される表記内容について以下に一覧を記載し、略表記の内容とその説明を記載しま

す。 

※ 本機のログ機能はすべて、検出指定された条件を検出され始めた時刻と、検出されなくなった時刻を記載し

ています。 

※ 本機は時計を内蔵しており、WebServer、あるいはVBUSからの同期信号により設定が可能です。時計の設

定および同期が行われた場合、ログ上に同期した時刻が記載されます。 

 

表記内容 説明 

SYS 本製品のシステム動作による動作ログであることを指します。 

CH1 入力CH1側で検出したログであることを指します。 

CH2 入力CH2側で検出したログであることを指します。 

TIM VBUSにより日付、時計の同期をとったことを指します。 

LOG SYSTEM 本製品がログの記載を開始あるいは停止したこと示します。 

START 動作を開始したことを示します。 

STOP 動作を停止したことを示します。 

DETECT いずれかの検出条件について、入力信号中に要素を検出され始めたことを

示します。 

LOST いずれかの検出条件について、入力信号中に検出されていた要素が検出さ

れなくなったことを示します。 

CLEAR いずれかの検出条件について、入力信号中に検出されていたエラー要素が

検出されなくなったことを示します。 

OUTPUT いずれかの検出条件について、入力信号中に要素を検出し始めたことを示し

ます。 

RESUME 動作停止中の状態から復帰したことを示します。 

ERROR:SIGNAL FMT 入力信号を検出できない、あるいは、指定された入力信号フォーマットでない

ことを検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:TRS 映像タイミング基準コードエラーを検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:LINE NUMBER ラインナンバーエラー (HD時のみ)を検出開始、および停止したことを示しま

す。 

ERROR:CRC Y Yデータ系列CRCエラー (HD時のみ)を検出開始、および停止したことを示し

ます。 

ERROR:CRC C Cb,Crデータ系列CRCエラー (HD時のみ)を検出開始、および停止したことを

示します。 

ERROR:LINE LENGTH 1ラインの長さエラーを検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:FIELD LENGTH 1フィールドの長さエラーを検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:RESERVE リザーブドデータエラーを検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:NO EDH EDHなし (SD時のみ)状態が開始、および停止したことを示します。 

ERROR:EDH EDHエラー (SD時のみ)を検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:ANC PARITY 補助データパケットのパリティーエラーを検出開始、および停止したことを示し

ます。 

ERROR:ANC CHECKSUM 補助データパケットのチェックサムエラーを検出開始、および停止したことを

示します。 

ERROR:BCH エンベデッド･オーディオのエラー (HD時のみ) を検出開始、および停止したこ

とを示します。 

ERROR:AUDIO PACKET エンベデッド･オーディオ･パケットのデータブロック番号インクリメントエラーを

検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:NO AUDIO PACKET エンベデッド･オーディオなしを検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:MUTE 無音検出を検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:BLACK 黒味検出を検出開始、および停止したことを示します。 
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ERROR:FREEZE フリーズ検出を検出開始、および停止したことを示します。 

ERROR:BLUE 青色検出を検出開始、および停止したことを示します。 

SIG:SD-525i 入力信号 525iの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:SD-625i 入力信号 625iの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p30 入力信号 1080p30Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p29 入力信号 1080p29Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p25 入力信号 1080p25Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p24 入力信号 1080p24Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p24SF 入力信号 1080p24HzSFの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p23 入力信号 1080p23Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080p23SF 入力信号 1080p23HzSFの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080i60 入力信号 1080i60Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080i59 入力信号 1080i59Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:HD-1080i50 入力信号 1080i50Hzの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:A3G-1080p60 入力信号 1080p60Hz Level-Aの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:A3G-1080p59 入力信号 1080p59Hz Level-Aの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:A3G-1080p50 入力信号 1080p50Hz Level-Aの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:B3G-1080p60 入力信号 1080p60Hz Level-Bの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:B3G-1080p59 入力信号 1080p59Hz Level-Bの検出開始および停止したことを示します。 

SIG:B3G-1080p50 入力信号 1080p50Hz Level-Bの検出開始および停止したことを示します。 

PLT:NET Q ネットキュー信号に代表される放送局間制御信号パケットを検出開始および

停止したことを示します。 

PKT:CAPTION 補助データパケットを用いた字幕データを検出開始および停止したことを示し

ます。 

PKT:ATC アンシラリタイムコードパケットを検出開始および停止したことを示します。 

PKT:EMB AUDIO エンベデッドオーディオパケットを検出開始および停止したことを示します。 

DATE&CLOCK 日付および時計の設定を行ったことを示します。 
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9．トラブルシューティング 

 

トラブルが発生した場合の対処法です。（文中の→は対処方法を示しています） 

筐体のトラブルに関しては、筐体の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

 

現 象  まったく動作しない！ 

原 因 ・筐体の電源ケーブルは接続されていますか？ 

 ・筐体の電源スイッチはON側になっていますか 

 ・メインモジュール（基板）は正しく挿入されていますか？ 

 ・コネクターモジュールは確実にネジ止めされていますか？ 

 ・入力信号を直接出力先に接続して映像は出力されますか？ 

 →モジュールが故障している可能性があります。当社までご連絡ください。 

 

現 象   映像が正しく表示されない！ 

原 因  ・メインモジュール（基板）は正しく挿入されていますか？ 

 ・コネクターモジュールは確実にネジ止めされていますか？ 

 ・入力信号を直接出力先に接続して映像は正しく出力されますか？ 

 →モジュールが故障している可能性があります。当社までご連絡ください。 

 

現 象  Vbus筐体のTALLYコネクターからアラームが出力される！ 

原 因 ・DIP SW9のスイッチ番号8がONになっていませんか？ 

 ・INPUT1、またはINPUT2のFORMAT ERR、CONTENTS ERR のランプは点灯していますか？ 

 →「3.各部の名称と働き」のDIP SWの項を参照し、確認してください。 

 ・筐体正面にある、FAN、電源のアラームランプは点滅していませんか？ 

 →筐体のFAN、電源が故障している可能性があります。当社までご連絡ください。 

 ・モジュールを引き抜いてもアラームが出力されますか？ 

 →モジュールが故障している可能性があります。当社までご連絡ください。 

 

現 象   信号を入力しているのにINPUTステータスが点灯しない！ 

原 因  ・信号は正しく分配されていますか？ 

 →信号が正常に分配されている場合、本機対象外の信号の可能性があります。 

 「3.各部の名称と働き」の入力信号ランプの項を参照し、入力フォーマットを確認してください。 

 →信号が正常に分配されていない場合、モジュールが故障している可能性があります。 

 当社までご連絡ください。 

 

 

 

 ご不明な点は、当社サポートセンターまでご連絡ください。 
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10．仕 様 

 

1．機 能                                                  

分配モード設定 基板上のスイッチで 2 種類の分配モードを選択します。2 系統の信号を 

各 4 分配する設定と、1 系統の信号を 8 分配する設定があります。 

入力信号が本機に対応して 

いるか表示 

詳細は「3．各部の名称と働き(1)入力信号ランプ」をご覧ください。 

ネットキュー信号入力表示 詳細は「3．各部の名称と働き(2)ネットキュー信号ランプ（STD-B39）」を 

ご覧ください。 

字幕データ入力表示 詳細は「3．各部の名称と働き(3) 字幕データランプ（STD-B37）」を 

ご覧ください。 

タイムコード入力表示 詳細は「3．各部の名称と働き(4)アンシラリタイムコードランプ 

（SMPTE RP188-1999、SMPTE RP196-1997）」をご覧ください。 

オーディオパケット入力表示 詳細は「3．各部の名称と働き(5)エンベデットオーディオランプ 

(SMPTE 272M-2004、SMPTE 299M-2004)」をご覧ください。 

フォーマットエラー表示 詳細は「3．各部の名称と働き(6)フォーマットエラーランプ」を 

ご覧ください。 

コンテンツエラーランプ表示 詳細は「3．各部の名称と働き(7)コンテンツエラーランプ」を 

ご覧ください。 

ALARM出力 エラー発生時、筐体の接点 ALARM 出力端子によりアラーム信号を出力。 

機能は基板上のスイッチで有効／無効の設定ができます。 

WebServer監視、設定 DIPSW（SW9 のスイッチ番号 2）で WebServer モードにすることにより 

ＳＮＭＰを用いて監視、設定ができる。 

LOG機能 イベント発生日時、発生エラー種別、入力データフォーマット等を LOG とし

て保存、SNMP 経由で読みだすことができる。 

 

2．定 格                                                   

入力信号 

・ SDI IN 

 

SMPTE424M、SMPTE292M、SMPTE259M-C、EN50083-9、 

SMPTE 310M-1998 準拠           0.8Vp-p/75Ω、BNC 2 系統 

出力信号 

・ SDI OUT 1～4 

 

SMPTE424M、SMPTE292M、SMPTE259M-C、EN50083-9、 

SMPTE 310M-1998 準拠      0.8Vp-p±10%/75Ω、BNC 各 2 系統 

リクロック対応映像フォーマット 1080p60/59.94/50/30/29.97/25/24/23.98、 

1080psF24/23.98、1080i60/59.94/50、720p60/59.94/50、525i、625i  

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なき事） 

消費電力  4.0VA (5V,0.8A) 

質量 

 

約280g 

 

3．性 能 

入力特性  

・ SDI IN 

分解能 

サンプリング周波数 

イコライザー特性 

反射減衰量 

 

 

 

10bit 

3G：148.5MHz HD：74.25MHz SD：27.0MHz 

3G：100M（5CFB）、HD：180M（5CFB）、SD：300M（5C2V） 

3G：5MHｚ～1.485GHz,15dB 以上/1.485GHz～2.97GHz,10dB 以上 

HD：5MHｚ～1.485GHz,15dB 以上、SD：5MHｚ～270MHz,15dB 以上 
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出力特性 

・ SDI OUT 

信号振幅 

反射減衰量 

 

立ち上がり/立ち下がり時間 

 

オーバーシュート 

DCオフセット 

ジッター特性 

アライメント 

タイミング 

 

 

0.8Vp-p±10%/75Ω 

3G：5MHｚ～1.485GHz,15dB 以上/1.485GHz～2.97GHz,10dB 以上 

HD：5MHｚ～1.485GHz,15dB 以上、SD：5MHｚ～270MHz,15dB 以上 

3G：135ps 以下(20%～80%間)、HD：270ps 以下(20%～80%間) 

SD：0.4ns～1.5ns(20%～80%間) 

10%以下 

0V±0.5V 以内 

 

3G：0.3UI、HD：0.2UI、SD：0.2UI、 

3G：2.0UI、HD：1.0UI、SD：0.2UI 

※注.外観及び仕様は変更することがあります。 
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11.ブロック図 
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本書に記載している商標 

Microsoft®、Windows®、および Windows® 7、Windows® 8、Windows® 8.1、Windows® 10、Windows® 11、 

Windows® Server 2008、Windows® Server 2012 は、 

Microsoft Corporation の米国および他の国における登録商標です。 

その他本書中に記載されている会社名・製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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本書の内容については、予告なしに変更する事がありますので予めご了承下さい。 


